
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経

|

|

十

支

縁

起

と

十

二

縁

起

も
く
じ

は
じ
め
に

l
l問
題
の
所
在

註サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
企
図
阿
見
回
〉
に
関
す
る
従
来
の
研
究

註サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
ハ
ロ
昌
己
同
〉
の
復
元
に
つ
い
て

は
じ
め
に
|
問
題
の
所
在

縁
起
説
の
資
料
と
し
て
、
パ

l
リ
め
む
さ
し
豆
町
言
語
』
匹
、
R

N

(

『
相
応

部
』
、
以
下
旬
と
略
記
)
の
第
二
巻

(
Z広
間
口
問
・
4
回
m
m回
因
縁
品
)
の

Z
広間

E
G田
哲
可

E
Z
(因
縁
相
応
)
お
よ
び
、
漢
訳
『
雑
阿
合
経
』

巻
第
十
二
、
十
四
、
十
五
初
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
求
那
肢
陀
羅
が
四

四
三
年
頃
に
訳
出
し
た
『
雑
阿
合
経
』
五
十
巻
は
、
訳
出
後
に
経
の
配

列
順
序
が
乱
さ
れ
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
椎
尾
耕

匡
博
士
は
『
雑
阿
合
経
』
(
以
下
『
雑
阿
含
』
と
い
う
)
の
経
の
配
列

を
改
め
、
整
理
分
類
し
て
、
「
校
訂
相
応
阿
含
経
」
と
も
名
づ
け
て
、

『
国
訳
一
切
経
』
の
初
の
三
巻
に
お
さ
め
た
。
そ
し
て
巻
十
二
、
十
四
、

さ
て
、
そ
れ
ら
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
資
料
も
、
も
と
よ
り
完
全
と
は

い
い
が
た
い
が
、
仏
教
研
究
に
と
っ
て
無
視
し
え
な
い
も
の
と
、
考
え

る
も
の
で
あ
る
。
パ
!
リ
資
料
で
は
明
ら
か
で
な
く
、
漢
訳
資
料
で
は

気
づ
か
れ
な
い
で
い
る
問
題
の
手
掛
り
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
資
料
の

研
究
に
よ
っ
て
、
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
扱
う

と
乙
ろ
も
、
そ
の
一
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

『
雑
阿
含
』
巻
十
二
の
第
五
経
(
『
大
正
新
僑
大
蔵
経
』
〔
以
下
「
大
」

と
略
記
〕
で
は
二
八
七
番
目
の
経
。
大
二
、
八

O
中
l
八
一
上
)
は
、

椎
尾
博
士
に
よ
っ
て
、
「
域
巴
経
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
『
国
訳
一

切
経
』
阿
合
部
一
、
二
八
三

l
二
八
五
頁
。
椎
尾
博
士
に
よ
る
通
し
番

号
一
一
八
六
一
)
。
乙
れ
に
対
応
す
る
の
は
パ

l
リ
め
・
凶
口

Z
E間
口
守

ω同
信
可

E
Z
8
2田
町
吉
田
自
(
句
・

P
5
ロ-
H
M
H
Y
H
O品

1
5
3
で
あ
る

が
、
か
な
り
の
相
違
も
あ
る
。

玄
奨
訳
『
縁
起
聖
道
経
』
(
大

Z
0・
2
p
二
ハ
、
八
二
七
中
l
八
二
八

下
)
(
以
下
玄
英
訳
と
い
う
〉

支
謙
訳
『
貝
多
樹
下
思
惟
十
二
因
縁
経
立
島
問
』
大

Z
0・

5
、
一

六
、
八
二
六
中
l
八
二
七
中
)
(
以
下
支
謙
訳
と
い
う
)

法
賢
訳
『
仏
説
旧
城
聡
経
』
(
大

Z
0・
司
ゲ
二
ハ
、
八
二
九
上

l
八

三
O
中
)
(
以
下
法
賢
訳
と
い
う
)

も
、
『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)
城
巴
経
に
相
当
し
、
比
較
的
よ
く
一
致
す

る
。
さ
ら
に
、

『
増
壱
阿
合
経
』
巻
三
一

(
三
八
・
四
)
(
大
二
、
七
一
八
上

l
下
)

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
ハ
村

上、J

(ロ一括

mHg)
(
そ
の
一
)

村

真

r::!:7 

フロ

上

十
五
初
を
一
括
し
て
「
因
縁
相
応
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

『
雑
阿
含
』
の
原
本
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
『
雑
阿
含
』
所
属
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
、
断
片
的
な
が
ら
も
、

発
見
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
。
中
央
ア
ジ
ア
(
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
)

発
見
の
雑
阿
含
所
属
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
、
ピ
ッ
シ
ェ
ル
盟
国
岳
山
~

ヘ
ル
ン
レ
出

0
2巳
冊
、
レ
ヴ
ィ

ω
-
F
b
i、
プ
サ
ン

F
色
町
宮
〈
巳
・

-A
山

O
H
M
O
5
曲
目
ロ
に
よ
っ
て
、
解
読
公
表
さ
れ
て
き
た
が
、
と
く
に
、
さ

い
き
ん
の
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
開
・
者
包
含
各
自
由
告
の
公
表
に
よ
っ

て
、
『
雑
阿
含
』
の
因
縁
相
応
そ
の
他
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

本
(
十
数
経
)
が
手
近
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
氏
の
弟
子

ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー

nr・
叶
同
日
目
】
問
手
間
に
よ
っ
て
改
め
て
因
縁
相
応
の
二

五
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
が
解
読
さ
れ
復
元
さ
れ
勺
一
方
、
『
雑

阿
含
』
所
属
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
と
し
て
は
、
煉
瓦
に
刻
さ
れ
た
も

の
が
、
イ
ン
ド
本
土
よ
り
発
見
さ
れ
、
研
究
公
表
さ
れ
て
い
勺
ま
た

ネ
パ

1
ル
発
見
の
貝
葉
に
も
『
雑
阿
含
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
が
あ

っ
て
、
プ
サ
ン
「
仏
刊
一
宮
〈
巴
-
b
o
H
M
O
ロ
師
団
吉
に
よ
っ
て
解
読
公
表

さ
れ
て
い
る
。

- 20-

も
、
域
邑
経
に
比
較
対
照
さ
る
べ
き
内
容
を
有
し
て
い
る
。
但
し
ζ

れ

は
域
邑
経
と
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。

「
城
邑
経
」
は
仏
の
成
道
時
に
お
け
る
思
索
の
過
程
を
記
す
形
を
と

っ
て
お
り
、
そ
の
思
索
の
内
容
は
縁
起
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
縁
起
成

道
説
の
一
つ
で
あ
る
。

縁
起
成
道
説
の
中
、
十
二
縁
起
を
記
す
も
の
に
つ
い
て
見
る
と
、
パ

l
リ
『
相
応
部
』
因
縁
相
応
第
四
経
や
第
十
経
(
め
・
口
・

3
・m
l
戸

H
?

口
)
で
は
、
世
間
の
苦
を
観
じ
た
あ
と
に
、
次
の
よ
う
な
二
種
(
四
通

り
)
の
観
察
を
記
す
。

A
①
『
一
体
何
が
あ
れ
ば
老
死
が
あ
る
の
か
。
何
に
よ
っ
て
老
死
が

あ
る
の
か
。
』

l
i，
「
実
に
生
が
あ
れ
ば
老
死
が
あ
る
。
生
に
よ
っ

て
老
死
が
あ
る
。
』
以
下
同
様
に
し
て
、
生
・
有
・
取
・
愛
・
受

.
触
・
六
処
・
名
色
・
識
・
行
・
無
明
ま
で
た
ど
り
、

@
『
無
明
に
よ
っ
て
行
あ
り
、
行
に
よ
っ
て
識
あ
り
、
・

こ
の
よ
う
に
ζ

の
全
苦
楽
の
集
起
(
由
由
自
民
仏
国
・
苫
)
が
あ
る
。
』

B
①
『
一
体
何
が
な
け
れ
ば
老
死
が
な
い
か
。
何
の
誠
に
よ
っ
て
老

死
の
誠
が
あ
る
か
。
』
|
|
』
『
実
に
生
が
な
け
れ
ば
老
死
は
な
い
。

生
の
滅
に
よ
っ
て
老
死
の
誠
が
あ
る
。
』
:
:
:
・
:
以
下
同
様
に
し
て

『
無
明
の
誠
に
よ
っ
て
行
の
誠
が
あ
る
』
と
い
う
ま
で
た
ど
り
、

@
『
無
明
の
滅
に
よ
っ
て
行
の
滅
あ
り
、
行
の
誠
に
よ
っ
て
識
の

誠
あ
り
・•••.• 

乙
の
よ
う
に
乙
の
全
苦
衰
の
滅
(
巳
H
O
仏
r開
)
が
あ
る
。
』
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サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上
、}ノ

以
上
の
四
通
り
の
観
察
の
中
、

B
を
逆
観
と
呼
ぶ
の
が
普

通
の
よ
う
に
な
っ
て
い

h
炉
、
今
は
と
ら
な
い
。
経
典
自
体
は

A
、
B

を
そ
れ
ぞ
れ
、
自
自
己
仏
戸
可
日
(
集
)
、
巳
5
丘
5
(
滅
)
、
田
ロ
ロ
]
。
沼
田

(
順
)
、
ガ
丘
一
F
B
m
(
逆
)
あ
る
い
は
仰
の
田
ヨ
ー
(
増
)
、
同
七
回
g
U
1
由
、
(
減
)

と
呼
ぷ
。
大
毘
婆
沙
論
巻
二
四
(
大
二
七
、
一
二
五
中
)
に
よ
れ
ば
、

A
を
流
転
分
、

B
を
還
滅
分
と
称
し
て
い
る
。
い
ま
は
こ
れ
に
よ
る
こ

と
に
し
た
い
。
ま
た
同
書
に
よ
れ
ば
、
@
を
順
観
察
、
①
を
逆
観
察
と

称
し
(
巻
二
三
、
大
二
七
、
一
一
九
中
)
、
ま
た
は
@
を
願
観
、
①
を

逆
観
と
称
し
て
い
る
(
巻
二
四
、
大
二
七
、
一
二
四
上
)
。
い
ま
は
こ

れ
に
よ
る
。

さ
て
、

A
を
順
観
、

『
雑
阿
含
』
の
「
域
巴
経
」
は
、
玄
笑
訳
、
支
謙
訳
、
法
賢

訳
と
同
様
に
、
流
転
分
で
は
老
死
よ
り
識
ま
で
(
逆
観
)
、
識
よ
り
老

死
ま
で
(
順
観
)
の
十
支
縁
起
で
あ
る
の
に
、
還
滅
分
で
は
老
死
よ
り

無
明
ま
で
(
逆
観
)
、
無
明
よ
り
老
死
ま
で
(
願
観
)
の
十
二
縁
起
と

し
て
い
る
。
乙
れ
が
玄
英
訳
、
法
賢
訳
を
も
含
め
て
、
「
城
邑
経
」
類

の
特
徴
を
な
す
縁
起
説
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ

l
リ
で
は
流
転

分
逆
観
、
同
順
観
も
、
還
滅
分
逆
観
、
同
順
観
も
十
支
縁
起
と
す
る
。

『
増
壱
阿
合
』
は
す
べ
て
十
二
縁
起
と
す
向
ル
乙
の
二
者
は
縁
起
説
に

つ
い
て
は
他
の
四
本
と
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。

十
二
縁
起
の
中
の
、
無
明
と
行
と
を
除
い
た
の
が
十
支
縁
起
で
あ

る
。
乙
の
十
支
縁
起
を
説
く
例
と
し
て
は
、
さ
き
の
パ

I
リ
め
・
凶
口
・

2
ロ
恒
例
E
E
B
の
ほ
か
、
N
M
芯
』
v
h
H
沼町
E
U
、
h
H
(
円
以
下
匂
)
M
弘
司
富
田
町
間
・

ス
ク
リ
ッ
ト
本
を
回
収
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

以
下
に
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
ま
で

公
表
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
城
邑
経
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
、
。

v・

叶
巴
H
u
g
r
刊
に
よ
る
復
元
本
を
も
含
め
て
、
完
全
で
は
な
い
。
し
か
し
、

筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
よ
り
よ
き
復
元
は
可
能
で
あ
る
。
乙
の
乙

と
に
つ
い
て
は
か
つ
て
簡
単
に
論
及
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
く
わ
し
く

述
べ
る
い
と
ま
を
有
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
「
城
邑
経
」
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
文
の
回
収
復
元
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
次
に
そ
の
意
味
と

思
想
史
上
の
問
題
を
考
え
る
、
と
い
う
順
序
を
と
り
た
い
。

註
(
1
〉
山
田
龍
城
『
党
語
仏
典
の
諸
文
献
』
(
平
楽
寺
書
庖
一
九
五
九
年
)

お
l
m
m
ぺ
l
ジ
に
当
時
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
文
献
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
筆
者
も
そ
の
後
に
公
表
さ
れ
た
文
献
を
整
理
分
類
し
て
お
い
た
。

(
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
・
月
報
『
三
蔵
』

9

「
阿
含
に
関
す
る
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
資
料
に
つ
い
て
」
昭
和
弘
年
ロ
月
)
。

(
2
〉
知
山
口
r
日
円
仏
句
山
田
口
}
回
目
]
一
切
門
戸
口
}
戸
田
門
口
口
宵
日
仏
出
回
ω
日
出
回
]
拘
ユ
ユ
片
田
口
口
口
由

門TW円切戸内山Lruz口問己回同門山一可}内ロ門跡同一子{UEロ巾mwHmnr，、叶己ユ内内田仲間p

p

同
匂
弘
司
3
・
r
巴
E
W
3
・
g
叶
l
∞N吋・

U
0
・
z
o
己
0
回
司
ロ
ロ
}
戸
田
昌
口
}
向
。
ι
2
ω
同
ロ
凹
}
内
ユ
円
}
州
国
ロ
ロ
ロ
由
L
o
m
w
切
巳
仏
・

《
同
日
岡
山
ω
g
ロ
田
口
凹
E
M
ふ
内
5
2
H
H
W
(
U
E
S
閉
山
田
口
H
H
A
C
門
戸
内
2
g
p
'
M
-
匂
弘
司

HUO仏唱]V?NWH凶
HV-HHω
∞lHH血日・

〈

3
)

〉
・
匂
・
河
口
仏
色
町
田
。
叩
同
H
M
]
町
一
ミ
S
H
N
h
h
n
『
H
b
H
勾
也
選
ミ
詰
』
色
¥

切宮丸丸』官民句H』いご向『白円程培、由HEE一苫札弘昌同昌之町wJH吋宮崎、??同町民唱曲凶ぐ07

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上〉

宮
内
同
問
ロ
ー
同
∞
ロ
門
仲
間
口
同
国
(
大
本
経
)
お
よ
び
そ
れ
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
本
は
成
道
説
に
関
す
る
。
こ
の
外
、
麗
の
束
の
比
轍
で
知
ら
れ

る
∞
・
凶
口
・
ミ

Z
白
山
田
H
E
r
t
u
ミ
ロ
ロ
(
ω
・
戸
℃
℃
・
己
N
l
H
G
)
、
乙
れ

に
相
当
す
る
『
雑
阿
合
』
(
二
八
八
三
お
よ
び
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

文
も
十
支
縁
起
を
説
く
好
例
で
あ
る
。
ま
た
十
支
縁
起
よ
り
更
に
六
処

を
除
い
た
九
支
縁
起
を
説
く
ロ
同
ぐ
・
呂
田
「
間
口
{
門
Z
口
同
ω
5
Z
E
同

(
大
因
縁
経
)
も
ま
た
、
識
に
お
わ
る
(
ま
た
、
は
じ
ま
る
)
縁
起
と

し
て
、
十
支
縁
起
と
関
係
ぷ
か
い
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
、
流
転
分
の
み
が
十
支
縁
起
で
、
還
滅
分
が
十
二
縁
起
で

あ
る
の
が
域
邑
経
の
特
徴
で
あ
る
。

ζ

れ
は
縁
起
説
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
重
要
な
材
料
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
縁
起
説
は
馬
鳴
の

『
仏
所
行
讃
』
巻
三
(
大
四
、
二
七
下
l
二
八
上
)
、
句
史
、
忌
ミ
ミ
た
お

チ
ベ
ッ
ト
訳
計
十
四
章
に
も
う
か
が
わ
れ
る
し
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻

二
四
に
も
、
と
の
縁
起
を
説
く
契
経
が
引
か
れ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る

(
大
ニ
七
、
二
一
四
上
、
一
二
五
上
)
。
ま
た
、
浮
柁
政
摩
訳
の
『
毘
婆

沙
論
』
巻
一
三
(
大
二
八
、
九
七
中
下
)
や
、
『
顕
正
理
論
』
巻
二
九

(
大
二
九
、
五
O
四
下

1
五
O
五
上
)
に
も
引
用
文
は
な
い
が
、
こ
の

種
の
縁
起
説
へ
の
言
及
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
乙
の
「
域
邑
経
」
は
縁
起
説
の
考
察
に
お
い
て
、
あ

(

却

)

ま
り
注
意
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
「
域
邑
経
」

は
漢
訳
の
み
に
伝
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
今
で
は
、
乙
の
「
域
口
巴
経
」
の
原
本
た
る
べ
き
サ
ン
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司
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司
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司
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司
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y
B
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m
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(
O印
は
因
縁
相
応
に
属
す
る
も
の
。
な
お
本
稿
末
の
附
記
参
照
〉

〈
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吋
H仲間
u
Z
E
H
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句
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仏
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H∞由出町田
y
也市甲

l

HOω
・

開
-
E
・』
o
r
ロ
2
0
ロ
一
凶
，
F
問
。
o-umH-uz
同
国
己
口
r
p
h
h
h
F切

HUω
∞司唱・

日
仏
叶
l

印印
ω・

Z
-
H
Y
の
}
g
r
H
同a
〈曲
3
T
叶
dqO
切己
n
r
H
ロ田口巴町
HHO
ロ由同同
O
B
Z同・

戸田口仏
P
同町
b
-
K
E
a
-
M内M
F
H
E
N
Z
0
・ω
N
U
E
・凶器
I
H
S
-

平
野

(
1村
上
〉
真
完
「
因
縁
相
応
の
党
文
資
料
l
印
度
古
塔
出
土
の
煉

瓦
銘
文
の
内
容
比
定
l
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
二
巻
一
号
、
昭

和
mm
年
、
一
五
八
l
一
六
一
頁
)
参
照
。
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叩
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m
u

平
野
〈
un村
上
〉
真
完
「
縁
起
成
道
説
資
料
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
十
二
巻
一
号
、
昭
和
幼
年
、
一
八
七
l
一
九
一
頁
)
参
照
。
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西
蔵
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蔵
経
m
u
-
E
F
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色
町
同
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bs

h
崎町
VS輔
色
町
的
回
E
札
hS
白
色
E
E
h
h
2
H
a
h
b
A
M
制邑噌吋
RF同
ご
句
円
、
骨
量
苫
札

N
V
S
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ご
忌
u
下白山町
N
-
m
H
U
N
P
(
叶，
g
a
〉同
y
E
O
l
N品
由
(
}
口
〈
-
E
l∞
印
)
入
口
σ
2
E

田町
HM四
回
口
問
)
司
MYH品NlHιι
・

ま
た
『
仏
本
行
経
』
巻
三
、
大
四
、
七
八
下
参
照
。

ハ
却
)
「
城
巴
経
」
を
と
り
あ
げ
て
、
無
明
、
行
が
還
減
分
の
み
に
加
え
ら
れ

た
と
と
に
最
初
に
注
意
し
た
の
は
、
武
内
義
範
教
授
「
縁
起
説
に
於
け
る

相
依
性
の
問
題
」
門
『
京
大
文
学
部
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
昭
和
泊
年
〉

で
あ
ろ
う
。

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

本

城

邑

経

富

山

mmHE)

関
す
る
従
来
の
研
究

lと

ペ
リ
オ

M
M
・
M
v
m
L
E
2

探
検
離
が
激
煙
付
近
の
叶
由

J
g
p
H
Oロぬ

(
千
仏
洞
)
の
洞
窟
か
ら
得
た
七
枚
の
写
本
(
断
片
)
を
、

s
・
レ
ヴ

ィ
が
一
九
一

O
年
に
解
読
し
て
公
表
し
た
中
に
、
話
忌
さ

ω芝
ミ

が

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上
'J 

〈
口
)
宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
二
、
二
九
九
、
三

O
ニ
頁
。
和
辻

哲
郎
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』
(
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
五
巻
)
二
四

O

頁
。
な
お
三
枝
充
恵
氏
は
生
観
、
滅
観
の
語
を
用
い
て
い
る
(
「
縁
起
の

考
察
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
l
二
、
三
四
頁
)
。

ハ
ロ
)
前
記
の
『
相
応
部
」
の
例
が
と
れ
を
示
し
て
い
る
通
り
、
多
く
の
例

が
み
ら
れ
る
。

(
日
)
円
、
弘
知
芯
島
町
可
-HIM-

(
は
)
〈
〉
・

ω
B
山
手
阻
ロ
ル
者
・
同
O
喜
一
切
戸
L
F
E
E
H
円臼
m
F
ロ・

田口己『町内凶

C
ロ
∞
ユ
口
}
片
田
町
C
C
H
己
同
刊
の
白
町
忠
明
記
円
吉
同
町
戸
内
の
口
町
酌
r
r司
EH

U
Z
H
江口
y
h
u可
色
町
・
み
之
島
町
民
円
匂
色
町
民
ミ
し
て
口
¥
匂
ミ
ph白〉

]
5
8・回出
u・甲田
i

HOω

に
公
表
さ
れ
た
『
雑
阿
合
」
(
三
五
八
〉
(
椎
尾
一
一
八
九
六
無
明
増

経
〉
に
対
比
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
。

〈
日
)
こ
の
①
と
②
を
宇
井
伯
寿
博
士
は
自
然
的
順
序
と
逆
的
順
序
と
し

(
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
二
、
一
ニ

O
六
頁
)
、
木
村
泰
賢
博
士
は
往
観
、
還

観
と
し
(
『
原
始
仏
教
思
想
論
』
二
四
九
頁
〉
舟
橋
一
哉
博
士
は
推
理
的

順
序
、
説
明
的
順
序
と
よ
ぶ
ハ
『
原
始
仏
教
思
想
の
研
究
』
七
二
頁
〉
が
、

今
は
と
ら
な
い
。

(
珂
〉
但
し
些
細
に
見
る
と
、
流
転
分
の
順
観
の
終
り
は
「
生
縁
死
、
死

縁
愁
憂
苦
悩
」
と
い
う
か
ら
十
三
支
と
な
る
。
ま
た
還
滅
分
の
順
観
の
終

り
は
「
生
滅
則
老
病
滅
、
老
病
滅
則
死
滅
」
(
但
し
三
本
に
よ
れ
ば
「
生
滅

則
老
病
死
滅
」
と
の
み
い
う
)
と
い
う
か
ら
こ
ζ

で
も
十
三
支
と
な

る
。
し
か
し
逆
観
の
場
合
は
い
ず
れ
も
十
二
縁
起
で
あ
る
。

(
刊

U)

切・

4〈
同
日
仏
国
各
自
由
仏
昨
日
匂
E

』h
q
b
h
M
E
h
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島
両
柏
町
三
幡
町
山
口
同
曲
目

ロ
O
ロ
z
n
F印
刷
九
、
吋
四
阿
同
国
rmH
任
問
団
Hm-u
開ロ

]2NHm
ロ
切
口
弘
ι
町師団・

ω
凹ロ
z
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あ
っ
勺
そ
の
経
名
は
写
本
に
は
な
い
の
で
あ
っ
た
が
、
レ
ヴ
ィ
は
内

容
か
ら
判
断
し
て
、
経
名
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
は
レ
ヴ
ィ
が

指
摘
し
た
通
り
、
『
雑
間
合
』
城
邑
経
等
に
あ
た
る
。
そ
の
写
本
は

t

(
裏
)
、

s
(表
・
裏
)
、

r
(表
と
裏
)
の
三
枚
五
頁
か
ら
成
り
、
以

下
次
節
に
見
る

H
か
ら
品
・

H
ま
で
、
及
び
冨
・

H
か
ら

N
U
ま
で
の
内
容
を

有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
が
無
上
正
等
覚
を
未
だ
悟
ら
な
い
と
き
に
、

老
死
は
何
を
縁
と
し
て
い
る
か
、
を
考
察
し
、
(
二
枚
分
の
脱
落
の
後

に
、
)
『
取
が
な
い
と
有
は
な
い
』
な
い
し
、
『
無
明
が
な
い
と
諸
行
は

な
い
』
と
い
う
ま
で
考
察
し
、
さ
ら
に
『
無
明
の
滅
』
か
ら
『
老
死
の

滅
』
ま
で
を
観
察
す
る
。
そ
し
て
、
「
古
来
の
道
、
古
来
の
轍
』
に
到

達
し
た
、
と
思
う
。
と
い
う
内
容
を
含
む
。

ζ

の
不
完
全
な
断
片
的
な

写
本
の
内
容
を
城
邑
経
(
等
)
に
比
定
し
た
の
は
、

s
・
レ
ヴ
ィ
の
桐

眼
で
あ
っ
た
。

一
方
、
北
イ
ン
ド
の
ゴ
!
ラ
ク
プ
ル
の
o
g
r
r
空
民
地
方
の
ゴ

i

パ

l
ル
プ
ル
の

O
B
S己
村

の

一

古

塚

冨

S
F
H
E
q同
g
oロ
ロ
向
日
の

地
下
室
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
四
個
の
煉
瓦
に
刻
ま
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
文
は
、
は
じ
め
一
八
九
六
年
に
、
ス
ミ
ス
〈
・
〉
・

ω
g
x
v
と
ホ

l

エ
ィ
当
・
出

0
4
に
よ
っ
て
、
報
告
さ
れ
、
そ
の
第
一
の
煉
瓦
の
刻

文
の
解
読
が
行
わ
れ
た
。
後
に
一
九
三
八
年
に
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
開
-

z
-
T
F
5
5ロ
は
第
二
、
第
三
の
煉
瓦
の
刻
文
を
解
読
し
て
公
表
し
、

さ
き
の
ス
ミ
ス
と
ホ

i
エ
ィ
の
解
読
に
訂
正
を
試
み
て
い
る
。
年
代
に

つ
い
て
は
、
ス
ミ
ス
と
ホ

l
エ
ィ
は
三
、
四
世
紀
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
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サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上〕

五
O
O年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
公
表
の
回
江
口
rn
口
'
口
同
は
一
つ
の
経
典
で
あ
る
が
、

は
じ
め
と
終
り
の
部
分
を
欠
く
。
縁
起
を
主
題
と
す
る
が
、
は
じ
め
一
を

欠
き
、
テ
キ
ス
ト
は
触
か
ら
は
じ
ま
り
、
触
か
ら
識
ま
で
、
識
か
ら
老

死
ま
で
、
縁
起
の
流
転
分
を
観
察
す
る
。
思
う
に
老
死
か
ら
識
へ
と
遡

っ
て
縁
起
を
観
ず
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
流
転
分
で
は
十
支
縁

起
で
あ
る
。
し
か
し
、
還
滅
分
で
は
、
老
死
か
ら
無
明
の
滅
へ
、
無
明

の
滅
か
ら
老
死
の
滅
へ
と
観
ず
る
十
二
縁
起
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
後
に
見
る
域
邑
経
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
の
H
0
・
旧
か
ら
同
・
同
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
と
の
経
の
類
例
を
句
史
民
曇
一
色
町
む
ミ
言
(
『
仏
所
行

讃』
)
M
Z
W
m
N
l
g

お
よ
び
ト
ミ
ミ
ミ
な
言
言

(
E・
Fmw
問
自
由
ロ
ロ
)

E
y
ω
怠
l

∞
に
求
め
、
と
く
K
前
者
(
M
Z
・
3
)
は
乙
の
煉
瓦
刻
文
の

縁
起
の
流
転
分
守
口
己
0
5白
)
の
終
り
の
文
を
再
現
し
て
い
る
か
ら
、

作
者
〉
吉
田
m
r
0
2
(馬
鳴
)
は
、
こ
の
経
文
あ
る
い
は
類
似
の
文
を

知
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
、
と
提
案
す
る
o

h
ね
な
言
ミ
た
お
さ
の
成

道
の
記
事
は
流
転
分
、
還
減
分
と
も
に
十
二
縁
起
で
あ
っ
て
、
乙
の
刻

文
と
は
一
致
し
な
い
。
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
も
気
づ
い
て
い
た
遥
り
、
流
転

分
が
十
支
縁
起
、
還
誠
分
が
十
二
縁
起
と
い
う
の
が
、
乙
の
刻
文
と

N
W
N
h
h

ミ
P

R

N

S

ミ
言
と
が
一
致
ず
る
点
で
あ
る
が
、
後
者
は
韻
文
で
あ

り
、
乙
の
刻
文
は
散
文
で
あ
っ
て
、
同
一
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

お
1
3〉
は
貴
重
で
あ
る
。
第
二
部
(
ガ
匂
・
∞
ω
l
N
H
O
)

は
因
縁
相
応
二

五
経
の
テ
キ
ス
ト
校
訂
(
復
元
)
お
よ
び
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
あ
る
。

第
一
二
部
は
文
献
一
覧
と
略
記
号
、
第
四
部
は
四
種
の
索
引
か
ら
成
る
。

全
体
で

A
4
版
二
三
八
頁
か
ら
成
る
労
作
で
あ
る
。

「
雑
阿
含
』
域
邑
経
に
相
当
す
る
の
は
、
第
五
経
で
あ
る
(
也
同

Y
R
i

呂
田
)
。
叶
江
志

-F円
は
ロ
印
肉
間
同
出

(
H
巳
円
四
回
ロ
同
)
回
目

E
と
名
づ
け
て

い
る
。
ロ
呂
田

E
(域
邑
)
と
い
う
経
題
は
写
本

ω
品
巳
呂
田
江
田
問

寸
(
匂
・
ω
寸
)
に
あ
る
己
仏
仏
間
口
出
(
摂
頚
。
章
末
の
目
次
に
相
当
す
る
詩

節
)
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
乙
れ
は
パ

l
リ
の
経
名
に
ひ
と

し
い
。
こ
の
第
五
経
に
所
属
す
る
写
本
類
は
数
多
く
、
発
見
地
も
北
道

の
処
々
に
わ
た
っ
て
い
る
。
叶
同
円
日
V
E
E
が
ζ

の
第
五
経
の
写
本
と
し

て
解
読
し
た
の
は
二
十
三
種
の
写
本
に
及
ん
で
お
り
、
そ
の
他
彼
は
前

記
の
レ
ヴ
ィ
の
解
読
し
た
も
の
を
も
参
照
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
乙
の
第
五
経
の
全
文
は
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も

残
念
な
が
ら
、
彼
は
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
様
、
さ
き
に
見
た
ジ
ョ

ン
ス
ト
ン
公
表
の
ゴ

l
パ
ー
ル
プ
ル
煉
瓦
刻
文
E
、
直
に
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
。
(
尤
も
ゴ

l
パ
l
ル
。
フ
ル
刻
文
を
用
い
て
も
、
そ
の
ま
ま

で
は
な
お
ζ

の
経
の
全
文
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
)
ま
た
彼
は
復

元
に
あ
た
っ
て
、
漢
訳
の
「
雑
阿
合
』
(
二
八
七
)
域
邑
経
等
を
も
参
照

し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
彼
は
縁
起
の
流

転
分
も
還
滅
分
を
も
十
二
縁
起
と
し
て
復
元
し
て
い
る
。
尤
も
こ
の
復

元
し
た
テ
キ
ス
ト
は
流
転
分
に
お
い
て
行
、
無
明
を
加
え
る
十
二
縁
起

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上
U

乙
の
刻
文
は
『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)
域
邑
経
等
に
対
応
す
る
乙
と

を
私
は
さ
き
に
指
摘
し
た
。

ド
イ
ツ
探
検
隊
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
北
道
か
ら
発
掘
し
た
写
本
類
の

研
究
に
従
事
し
て
い
た
E
・
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
五
七
年
に
、

因
縁
相
応

Z
唱
す
白

Z
2
c
r
g
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
に
つ
い
て

報
告
を
出
し
た
。
彼
は
写
本

ω
ミム
h

の
切
F
2
u
m
∞I
戸一回
-
Z門
広

ぐ
り
に
見
ら
れ
る
こ
つ
の
百
円
出
向
ー
ロ
日
(
摂
一
焼
。
目
次
に
相
当
す
る
詩
節
)

を
紹
介
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
順
序
が
知
ら
れ
る
、
因
縁
相
応
の
二

十
一
経
と
そ
れ
に
続
く
四
経
と
の
、
合
計
二
十
五
経
の
梗
概
を
漢
訳

『
雑
阿
含
』
(
二
八
三
i
三
O
三
(
以
上
巻
十
二
〕
、
三
四
三
i
二
四
六

〔
以
上
巻
十
四
〕
)
と
パ

i
リ
相
当
経
と
の
対
比
を
も
っ
て
一
示
し
、
ま

た
は
じ
め
の
三
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
を
解
読
し
校
訂
し
て
出
し
、

ま
た
別
に
最
後
の
第
二
十
五
経
を
解
読
校
訂
し
て
公
表
し
た
。
ワ
ル
ト

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
因
縁
相
応
の
テ
キ
ス
ト
の
編
集
校
訂
を
弟
子
の
わ

}gE

ロ仏門田ゲ
r巴
、
吋
同
日
間
)
忠
主
に
ゆ
だ
ね
て
い
た
が
、
一
九
六
二
年
に
、
ト

リ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
因
縁
相
応
二
五
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

(
解
読
、
復
元
)
が
公
表
さ
れ
た
。
。
}
岡
田
ロ
門
町
田
σ『
色
、
吋
門
戸
H
U

丘町四一

同廿
R
3・
苦
言
『
N
S
Q
S
N
古
川
山
宣
言
句
号
旬
」
点
、
札
刊
誌
R
H
h
h
H
坤
官
、
H

S

E

V

〉
}
内
包
ma

g-σE〈
巾

HFmv
回
目
己
目
ロ
H

由
。
日
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
れ
は
序
論
(
開

Z'

E
2
5
m
)
の
外
、
四
部
よ
り
成
る
。
第
一
部
は
使
用
し
た
諸
写
本
の

説
明
、
写
本
の
表
記
の
特
徴
、
写
本
解
読
、
写
本
と
所
属
経
典
と
の
対

照
表
か
ら
成
る
が
、
と
く
に
小
断
片
に
ま
で
も
及
ぶ
写
本
解
読
な
匂
・

ハh
u
ワ
μ

と
す
る
点
に
限
っ
て
い
え
ば
、
『
増
壱
阿
含
』
三
八
・
四
と
一
致
す
る
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
「
増
壱
阿

含
』
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
と
も
っ
と
も
へ
だ
た
っ
て
い
る
。
縁
起
説

の
一
部
の
み
、
両
者
が
一
致
す
る
と
は
不
思
議
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

乙
の
復
元
は
彼
が
解
読
し
た
写
本
か
ら
帰
結
で
き
る
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
そ
の
個
所
は
ゴ

i
パ
l
ル
プ
ル
刻
文
を
参
照
し
て
、
別
に
復
元

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
復
元
は
ま
た
『
雑
阿
含
』
誠
邑

経
、
玄
英
訳
、
支
謙
訳
、
法
賢
訳
と
も
、
よ
り
多
く
一
致
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
。
そ
乙
で
私
は
さ
き
に
、
乙
の
城
邑
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

・
テ
キ
ス
ト
の
復
一
見
に
つ
い
て
、
ゴ

l
パ
i
ル
プ
ル
刻
文
を
用
い
る
べ

き
乙
と
を
唱
え
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
試
案
の
要
旨
を
発
表
し
ら
〕
そ

の
後
(
一
九
六
七
年
)
、
ヨ
ン
グ
M
-

者

-Pτ
お
は
ト
リ
パ
ー
テ
ィ

ー
の
右
の
書
に
対
す
る
書
評
に
お
い
て
、
「
第
五
経
に
つ
い
て
は

E
・

E
-
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

E

叶
伊
目
。
。
a

℃
巴
空
白
切
江
口
rて
J
H
-勾
み
め
u

同∞
ω
∞、

2u・
E
叶!日日
ω)

を
参
照
す
べ
き

で
あ
る
」
と
い
い
、
拙
稿
に
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
私
は
次
に
、

乙
の
域
邑
経
(
口
間
関
一
日
戸
)
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
の
復
元
を

改
め
て
考
え
、
と
く
に
叶
江
志
ー
手
間
と
意
見
を
異
に
す
る
と
と
ろ
に
つ

い
て
は
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、
詳
し
く
論
及
し
て
、
大
方
の
批

判
を
仰
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
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村

上
V

y

河
口
町
町
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守
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切
ミ
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田
町
民

v-U由
民
ハ
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〈

2
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u
さ円
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h
之由同町町
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註
8
)

ハ
3
〉
同
河
み
匂
H
U
ω

∞
苫
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印
当
日
刊
(
前
節
註
8
)

(
4
)

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
二
巻
一
号
一
五
八
頁
(
前
節
註
8
)

ハ
5
)
N
b
ミ
C
H
Oア
巴
戸

E
U叶
N品
C
H
(前
節
註

6
〉

(
6
)
N
W旬
。

』

匂

〈

D]-MOUE印
〆
唱
印
自
由
i

可
申
(
前
節
註

6
)

(
7
)

前
節
註
7

(
8
)

向
者
間
}
牛
田
円
『
日
正
ゴ

N
b
h
h
C
H
O吋
wHU印
メ
ロ

ω戸司

(UF・
1
P
T

同

um山付
}

戸

凶

・

~

サ

EWH¥定
芯
九

NNGhお
同
九

h
m
F河
帆

NH1bh
色
町

hLJfqh日旬
、
悼
白
匂
品
目
吋
叫
し

YSFHEu

s
y
H品・

ω叶

(ω
令

品

切

]RH
由

同

叶

)

(
9
〉
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
三
巻
一
号
一
八
七

l
一
九
一
頁
(
前

節
註
凶
)

〈
叩
)
』
・
巧

-
P
M
O
G
-
〔

U
Eロ
仏
岡
田

r
E
P
H
Z
E
唱
己
ミ
ミ
ミ
ャ

s
g
H
H
h
'均
一
柏
町
三
句
丸
町
向
』
た
お
き
HhE品
NHRFZ咽
旬
、

M
l
Z
0・
N¥印

(
]
{
叩
由
斗
一
)
切
開
)
]
巴
∞

lH由
由
・

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
富
山
間

ωS)
の

復
元
に
つ
い
て

叶同日目
ugv刊
に
よ
る
復
元
は
そ
れ
な
り
に
意
味
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
一
部
(
縁
起
の
流
転
分
に
お
い
て
、
行
、
無
明
に
言
及
す
る

と
乙
ろ
)
に
お
い
て
は
、
中
央
ア
ジ
ア
発
見
の
写
本
の
支
持
も
な
く
、

『
増
壱
阿
含
』
を
除
け
ば
、
他
の
漢
訳
四
本
と
も
一
致
し
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
『
増
壱
阿
合
』
は
他
の
多
く
の

b
H
8
4
2
Q間
同
恒
三
}
回
目
同
阻
止
由
自
由
}
四
件
(
由
4同一ロ刊が問昨日阿国
J1恒門戸白色白
4
・

mw吋
問
自
由
¥
)

(
仲
間
古
田
)
ず
}
困
問
問
問
4
阻
ロ
ゲ
E
r羽
田
口
問
B
同
E
E一
可
(
阻
止
¥
)

、
同
片
山
匂
同
時
古
(
℃
HV-E-u日
)
に
従
う
。

ζ

れ
は
写
本

ω∞ア

H
刻、日
lu

に
よ
る
が
、
そ
の
写
本
に
は
乙
の
経
の
直
前
に
白
山
内
記
r
g
H
¥
¥
と
あ
る

(匂

-E)。
お
そ
ら
く
そ
の
写
本
は
と
の
経
を
単
独
に
記
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
写
本

ω
∞
P
E
-
M
〈

L
に
よ
れ
ば
ζ

の
個
所
は

(bH問4
同)

凹
号
悶
(
召
)
巳
門
官
回
目
ヨ
と
い
う
(
匂
・

2)0
パ
l
リ
(
句
凶
口
・

2
・H
)

は
単
に

ω雪
印
同
岳
山
と
い
う
(
匂
・
口
・
℃
-
H
o
b
o
漢
訳
は
『
増
壱
阿
合
』

を
含
め
て
、
右
の
文
と
一
致
す
る
。
し
か
し
玄
英
訳
本
の
み
は
「
与
ニ

大
芯
担
割
衆
千
二
百
五
十
人
一
倶
及
諸
菩
薩
等
無
量
大
衆
」
と
い
う
語
句

を
付
加
し
て
、
一
見
大
乗
経
典
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

N・
1
M門
司
白
吾
容
叩
ず
E
r
2
4
0
wロ
E
E
E
g
g
B
M可mwr回目告
σ0門日'

E
B
同ロ同
σ
r
2
2
v
r
c仏
門
出
回
向
田
可
降
停
凶
}
内
山
口
。
門
田
}
阿
国
回
目
問
問
同
国
印
可
白
宮
田
E

Z
Zヨ】(同
)Emu-mw吉
田
H
H
H
g仲間包

2
5
r
H
)阻止
i
z島
由
己
仏
由
旬
開
門
出
¥

叶
己
目
)
問
手
間
(
匂
・

8
)
に
従
う
。
写
本

ω
∞
タ
回
目
-
H

〈

L
l品(ガ・
2
〉

と

ω∞戸

H
戸
品

(q・
2
)
の
ほ
か

F
b
i
刊
本
市
，
g
山口町件

H
4
0
ω
l

hH2・
b
∞
)
に
よ
っ
て
右
の
復
元
と
な
る
。
右
に
菩
薩
に
あ
た
る
語
が

な
い
こ
と
は
、
『
雑
阿
含
』
、
玄
笑
訳
、
法
賢
訳
と
に
一
致
を
示
し
、
パ

l
リ
、
支
謙
訳
、
『
増
壱
阿
含
』
と
は
相
違
を
示
す
。

ω・
ご
口
口
宮
田
同
初
日
u己
主
Z
M
】or国
間
古
田
ロ
ロ
O
M可包
-
c
g
}
間
三
g

w匂
日
(
}
円
弓
田
)
5
ぜ
円
吉
同
日
可
mwZ
ぜ
日
(
口
可
凹
)4由
件
。
ぜ
U1(ロ
)
匂
印
刷
】
包
U1mH，

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
ロ
巴
経
(
村

上
'J 

部
分
に
お
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
γ
ト
本
と
も
も
っ
と
も
へ
だ
た
る
も
の

で
あ
る
。
そ
と
で
彼
が
解
読
し
た
写
本
に
忠
実
に
し
た
が
う
と
、
ど
の

よ
う
に
復
元
で
き
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
再
構
成
を
考
え
て
み
る
。

こ
の
際
に
は
当
然
。
。
甘
包
七
三
回
江
口
「
も
参
照
し
、
漢
訳
「
雑
阿
合
」

城
邑
経
と
そ
の
類
本
を
も
比
較
参
照
す
る
と
と
に
な
る
。
尤
も
こ
乙
に

改
め
て
再
構
成
を
試
み
る
部
分
は
、
こ
の
経
の
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
大

部
分
に
つ
い
て
は
吋
巳
匂
g
E
が
校
訂
し
復
元
し
た
テ
キ
ス
ト
に
従
う

と
と
に
な
る
。
し
か
し
今
構
成
を
試
み
る
と
乙
ろ
は
、
わ
ず
か
一
部
分

で
あ
っ
て
も
、
縁
起
の
考
察
の
た
め
に
は
、
無
視
で
き
な
い
個
所
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
城
巴
経

(Em白
!
片
山
)
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
文
全
文
を
掲
げ

る
。
そ
の
中
、
問
題
の
個
所
は
一
部
分
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
乙
の
経
の

全
貌
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
漢
訳
諸
本
と
の
異
同
を
摘
記
す
る
乙
と
に

よ
っ
て
、
乙
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
が
『
雑
阿
含
』
城
邑
経
や
玄
英
訳

K
よ
く
一
致
す
る
乙
と
を
示
し
て
、
問
題
の
個
所
も
ま
た
『
雑
阿
含
』

域
邑
経
や
玄
英
訳
等
に
な
る
べ
く
一
致
す
べ
き
こ
と
を
示
し
た
い
か
ら

で
あ
る
。
な
お
以
下
に
一
不
す
番
号
の
数
字
は
ほ
ぼ
叶
同
仲
間
)
2
E
が
記
し

た
も
の
に
合
わ
せ
て
あ
る
が
、
あ
る
部
分
に
お
い
て
は
更
に
細
分
し
て

あ
る
。
吋
巴
切
削
匂
件
目
回
同
は
復
元
し
た
部
分
を
丸
括
弧
に
入
れ
て
い
る
が
、

他
の
材
料
あ
る
い
は
彼
が
解
読
し
た
写
本
の
転
写
に
よ
っ
て
、
写
本
の

支
持
が
あ
る
と
考
え
る
と
乙
ろ
に
お
い
て
は
、
括
弧
を
取
り
去
る
o

H

-

g

a

同
町
己
仲
間
g
m
w
}州知(由
B
吉
田
由
5
3
1
m
ず
「
話
回
4削除

。，u

巾司由民戸

同
(O)
ぜ日
¥
Z
E
S
H
V
E
H日
目
自
由
印
国
2
4削
す
5
5
2
S
S
M
-
O
(
=同時四〉

巴
廿
印
同

5
0国
号
可
丘
町
削
σ
r同
仲
間
同
ロ
ロ
mH
旬岡田]同一

E
ロ
(
氏
¥
)

叶片山匂

E
E
(匂・

2
)
に
よ
る
。
写
本

ω∞
少
巴
-H
〈

A
F
I
H
N
H
2・

2
)
の
ほ
か
、
第
三
経
の
写
本

ω
釘
品
目
戸
立
(
同
)
剛
山
田
(
唱
-NU〉、

F
b
i
刊
本
が
参
照
で
き
る
。
同
文
は
『
長
阿
合
経
』
大
本
経
に
相
当

す

る

足
S
E
E
mお
き
匂
宣
言
。
E

に
も
あ
る
。
は
じ
め
て
そ
の
原
文

を
復
元
し
た
開
・
若
田
-
r
o
r
B正
同
は
二
度
の
訂
正

(
U
2
h
h
b
E
E

せ
ぬ
丸
紅
建

Hh向
む
言
"
口
・
日
以
-HU∞一

N
u
-
h
C
H∞
司
、
ガ
・

ωま
〉
ロ
B-H)
の

後
に
写
本

ω
A
F
E
に
よ
っ
て
右
の
文
の
よ
う
に
確
定
し
た
。
『
雑
阿

含
』
(
二
八
七
)
の
み
に
は
右
に
相
当
す
る
文
が
な
い
。
漢
訳
の
他
の

四
本
お
よ
び
パ

l
リ
本
は
右
に
相
当
す
る
内
容
を
有
す
る
。
し
か
し

『
増
壱
阿
含
』
の
み
は
「
然
比
五
盛
陰
不
レ
得
レ
尽
二
本
原
一
」
の
一
旬
を

加
え
る
点
は
他
と
異
な
る
。
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品
H

(

仲
田
)
弔
問

EE-(Z仏
国
喜
田
)
4
2
¥
宮
(
由
B
Z
上
一
白
色

官
Z
E
H
H
E
(
H
V
S
M
r
r白
)4白片山
¥}CHH4HEM-白
山
口
田
宮
口
日
官
Z
a

E
m
E
M
E
E
¥
 

N
Z
4由
自
由
自
由
可
O
巳
吉
百
四
(
ロ
由
国
)
同
町
(
ロ
)
ヨ
同

(
E
)
2同
H
U

U
E岳
包
u
r
g問団山江戸ゲゲ山由回同
H戸
田
刈
田
口
(
門
日
間
切
問
岳
¥

ω
』E
E
a
H
)
回国片山『山岡
HH
官
Z
5
2
E
E
g
r
r
z印片山
¥
3
2胃
E

3・

3
(除

g

E

E
ニ釦
Z
E
H
W
)
E信
仰
同
国
¥

吋片山
HU凶!手間(ガ
-U日
)
に
よ
る
。
写
本

ω∞
也
祖
国
戸

H
H
μ
H
l由

(HV・白∞)

に
も
と
づ
く
。
以
下

E
I
H
N〉
同
じ
構
文
が
く
り
か
え
さ
れ
る
。
す
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jatir bha( vatij kiJ.tlpratyaya ca punar jatiり/)

2 (tasya ma) ma yoniso (manasi kurvata evaJ.tl ya-

vedan瓦bhavati/kiJ.tlpratyaya ca punar vedana/ 
2 tasya mama yo(niso ma)nasi kurvata巴vaJ.tlyathab伺

hutasyabhisamaya udapadi/ 
3 spar5e sati veda(n瓦 bha)vatisparsapratyaya ca 

punar vedan瓦/

10.1 (tasya mamaitad a)bhavat/kasmin nu sati spar-

50 bhavati/(kiJ.tlpratyaya)五(ca)punab spar師事/
( 1) 

2 tasya mama yoniso (ma) ，rt~si kurvata evaJ.tl yatha凶
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bhutasyabhisamaya udapadi/ 
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yasca punah sparsaち/
(5 ) 
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( 6) 

ayatanaf!1 bhavati/kiJ.tlpratyayafi ca punab手acl瓦ya-
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tanam/ 
(8 ) 

2 tasya mama yoniso manasi kurva'ui evaJ.tl yathabhu・
(9 ) 

tasyabhisamaya udapadi/ 

3 namar函pe sati 平a柄yatanatp bhavati/n瓦mar函pa-

pratyayafi ca punab号acl瓦yatanam/
(10) 

12.1 tasya mamaitad abhavat/ kasmin nU，，，~ati na幽
(11) 

maruparp bha vati/ kiJ.tlpratyaya負 ca punar nama-

rupam! 
(12) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvat'a evaJ.tl yathabhu目
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thabhutasyabhisa)maya (udapadi/ 

3 bhave sati j瓦tirbhavati/bhavapratyaya ca punar 

j説il:)./)

6.1 (tasy mamaitad abhavt/ kasmin nu sati bhavo 

bhavati/ kiJ.tlpratyayas ca punar bhava年/)

2 (tasya mama yoniso manasi kurvata evaJ.tl yathab・
hutasyabhisamaya udapadi/ 

3 up瓦dane sati bhavo bhavati/ up孟danapratyayas

ca punar bhavaち/)
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abhutasyabhisamaya udapadi/) 
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2 (tasya mama yoniso manasi kurvata evaJ.tl yathab・

hutasyabhi)samaya udapadij 

3 vedan忌y瓦tpsatyaJ.tl tr早早abhavati/ vedanapratyaya 

ca punas tr手t:ta/

9.1 ta(sya) mam(ai)tad abhavat/ kasmin nu sati 

(13) 
tasyabhisamaya udapadi/ 
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サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上、J

2
U問
片
品
同

H
M
V

回目白白
触

更

触

更
楽

触

宮

mtHM可
町
立
但
ロ
釦
白
血
巴
}
同
百
三
田
口
問
六
入
処
六
処

六
入

六
処

六
入

ロ
問
自
印
同
国
HU回

ロ
曲
目
白
同
国
宮
名
色

名
色

名
色

名
色

名
像

4
H
』口問ロ向

4
H凶
凶
帥
口
同識

〈回世同世田

E
E
)
《曲白
p
r
r間同曲》

(
行
)
(
行
)

(
同
司
山
門
苦
闘
)
《
国
4
F
』』同一》
(
無
明
)
〈
無
明
)
(
麗
)
(
無
明
〉
躍
、
無
明

門
右
の
(
)
内
は
還
滅
分
に
の
み
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
但

し
パ

l
リ
は
還
滅
分
に
も
無
明
、
行
に
ふ
れ
な
い
の
で
、
と
く
に

《
》
内
に
入
れ
て
お
い
た
。
】

な
お
以
上
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
の
復
元
の
た
め
に
用
い
た
写
本
は

必
ず
し
も
十
分
で
な
い
。

m
-
H
は
写
本
(
断
片
)
ω
S
L
W
H
H
初
出
(
喝
・

2
)一回目
(
N
)
J
N
H
(
句
・
司
)
に
、
町
-
M
は

同

盟

(
N
)
〈

Mlω

に
も

と
づ
く
が
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
大
部
分
が
括
弧
内
に
示
し
た
通

り
、
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
。
・

H
I
ω

に
は
全
く
写
本
の
支
持
は
な

い
。
寸
-
H
I
ω

は
写
本
断
片

ω
∞
P
E
Q
)
列
島

1
∞

2
・
0
3
の
数
語

に
も
と
づ
い
て
復
元
さ
れ
た
。
し
か
し
∞
-
N

の
末
尾
か
ら
ロ
ら
ま
で

識

識

識

識

(
挟
種
)
〈
行
)

行

回
ユ
口
}
拘
口
〉

A
P
-
g
a
s
z
g
g
a
o
r
田rHH口
4
同・

切片山口
w
口
〉
叩
ロ
ロ
欠
。

国
立
ロ
}
門
口
〉
田
口
ロ
仰
HHEH
回目
M

但
沼
田
町
同
-

切
江
口
}
拘
口

kr
自

r口円
4
4
田仲間

回門戸
nw
口

KF
白

l
J
可・
h
F
σ
E
g
g
匝可
C
F
同}UV
ロ
S

日

ω
-
H
Z
4問
自
由
B
色
仲
間
島
阻
害
問

4
E
¥
w
g
E
~
γ
E
V
E
-田山
E
e

g菅
日
長
田

4
E日¥日同
S
H
M
g
q
a
s
g
宮
E
H
4
C
国
相
官
富
田
昌
¥

右
の
部
分
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
。
。
oHM
間
在
日
回
同
日
o
w
口
〉

斗

I
∞
に
ほ
ぼ
完
全
な
文
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
叶
江
田

u
g
E
が
解
読

し
た
写
本

ω
∞ア
N
H同
N
l
ω
(
6
・
2
)
(次
記
)
か
ら
も
右
の
文
の
存
在

は
知
ら
れ
る
。
パ

l
リ
本
信
仰
・

3
、
支
謙
訳
、
法
賢
訳
に
も
栢
当
文

が
あ
り
、
『
増
壱
阿
合
』
(
三
八
・
四
)
に
も
右
に
相
当
す
る
と
乙
ろ
が

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
『
雑
阿
合
』
(
二
八
七
)
お
よ
び
玄
英

訳
に
は
右
に
相
当
す
る
文
は
な
い
。
も
っ
と
も
『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)

は
右
の
ロ
-
H

の
第
一
節
だ
け
に
相
当
す
る
文
(
「
我
作
ニ
是
思
惟
一
時
」
)

を
有
す
る
が
、
乙
れ
は

E
・0
に
配
当
す
る
乙
と
に
し
た
。

回
同
日
口
日
門
口
〉
叫
に
も
ロ
ロ
は
な
い
が
、
前
に
な
ら
っ
て
加
え
る
。

国立口
W

口
〉
∞

4
4ニ
凶
削

HH
凹哲
E
F
t
-

ハ由〉
ハ一{{)〉

(
H
H
)
 

(HN) 

ハ
Hω
〉

ハ一戸)
ハ
凶
)

さ
て
問
題
は
次
に
続
く
文
で
あ
る
。
。

OMM注
目
】
日
切
広
島
口
〉
∞

以
下
は
直
ち
に
次
の

E
-
H
(但
し
写
本
の
支
持
が
な
い
ま
ま
叶
H

苦
闘
S

FH
が
復
元
し
た
文
を
採
用
し
な
い
)
以
下
に
続
く
か
ら
、
疑
問
の
余

地
が
な
い
か
に
見
え
る
。
し
か
し
パ

l
り
本
、
支
謙
訳
と
法
賢
訳
と
に

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
ハ
村

上、J

は
比
較
的
よ
い
写
本

ω
印
町
、
巴

(
3
2匂
・
芯
l
寸
ω
)
に
め
ぐ
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
口
・

ω
1ロ・
ω
に
つ
い
て
は
お
戸
N

ぐ
同
(
喝
・

2
)
t
m
H

S
・
8
)
に
み
え
る
若
干
の
語
が
手
掛
り
と
な
っ
た
。
し
か
し
わ
れ
わ

れ
は
】
0
・N

の
可
E
r悶
r
r日
SE--
以
下
に
つ
い
て
は
、
。
。
司
巳
匂

E

切
立
o
F
H
H
(』
均
』

ω
呂
ω
∞w

問
者
・
自
己
・
〉
を
有
し
て
い
る
。
以
下
に
も

註
記
す
る
よ
う
に
若
干
の
語
に
つ
い
て
、
中
央
ア
ジ
ア
発
掘
の
写
本
の

文
と
、
相
違
す
る
と
乙
ろ
も
あ
る
が
、
乙
の
煉
瓦
に
刻
さ
れ
た
文
は
、

ζ

の
経
の
復
元
の
た
め
の
重
要
な
素
材
と
な
る
と
考
え
る
。
叶
同
日
H
V

問手叫

が
見
て
い
な
い
と
の
煉
瓦
刻
文
の
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
同
，
門
戸
・

匂
g
Z
の
復
元
本
文
の
括
弧
を
除
き
、
ま
た
は
訂
正
を
試
み
る
と
と
も

可
能
と
な
っ
た
。
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(
H
〉
以
下
(
の
o
u
同日間百円〉回三口
}HHH
〉
H
(
同
河
』
句

H
U
8
M
M
・
目
。
)

参
照
。
な
お
そ
の
回
ユ
長
刻
文
に
は
区
切
り
の
線

2
2仏
白
〉
は
な
い
。

〈
凶
)
回
江
口
『
口

K
F
H
で
は
可
巳
『
間
-ur
ロ
g
a
m同一urF
四回目丘、。

σ
と
uF副
司
阻

と
す
る
。
以
下
ま
っ
た
く
同
様
。

(

ω

)

以
下
切
江
口
r
口
〉
N

(

司
・
自
己
。

(
品
)
切
片
山
口
r
，
HH
〉

N
e・印
mH〉
で
は
司
ロ
ロ
問
。

ハ
印
)
回
HF
井

口

k
r
N
で
は
ロ
ロ
を
欠
く
。
以
下
同
様
。

(
由
)
切
江
口
}
門
口
〉

ω
に
は

-E恥
と
あ
る
が
、
解
読
者
H
o
r
s
g
ロ
は

「
可
田
哲
と
読
め
」
と
註
記
し
て
い
る
。

(
寸
)
切
片
山
口
日
門
口

krω

で
は

A
n
H
B
E
と
す
る
。
以
下
に
も

E

を

加
え
て
い
る
。

(
∞
〉
回
ユ
口
付
口

k
r
u
k
c
H
4
4
田g
-

従
っ
て
、
写
本

ω
∞戸

M
m
を
見
れ
ば
、
次
に
復
元
を
試
み
る
よ
う
に

5
・N

が
あ
る
べ
き
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
く
る
。
乙
の
経
の
諸
異
本
は

乙
の
ロ
お
よ
び

E
の
個
所
に
お
い
て
、
ほ
ぽ
三
系
列
に
分
か
れ
る
。

第
一
は
『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)
お
よ
び
玄
英
訳
で
あ
り
、

H
ω
-
H
I
ω

を

含
ま
な
い
。
第
二
は
支
謙
訳
と
法
賢
訳
と
で
あ
り
、
パ

1
リ
本
も
こ
れ

に
属
し
、
と
も
に
巳
-
H
I
ω
を
含
む
。
第
三
は
『
増
壱
阿
含
』
(
三
八
・

四
)
で
あ
っ
て
、
同

ω-H
に
続
い
て
、
行
お
よ
び
無
明
に
さ
か
の
ぼ
る

の
で
あ
る
。
。
。
-u
回一日
MMH岡
崎
凶
巴
n
w
ロ
は
第
一
の
系
列
に
近
い
が
お
-
H

の
み
を
含
む
。
写
本
ω
笥
は
第
二
の
系
列
に
属
す
。
乙
れ
に
対
し
て
、

、『己
HUm-Z
が

h
a
N
む
ね
色
町
句
宮
司
、
お
(
下
え

g
gロ
包
・
)
匂
・

ω
喝
を
参
照

し
て
試
み
た
復
元
同
町
、
は
か
ら
ず
も
、
第
三
系
列
の
『
増
壱
阿
含
』
の

縁
起
説
に
類
す
る
乙
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
増
壱
阿
含
』
は
(
乙
の
問
題
の
個
所
を
一
応
除
い
て
考
え
る
と
し
て
、
)

大
部
分
に
お
い
て
、
サ
シ
ス
ク
リ
ッ
ト
本
と
、
も
っ
と
も
多
く
相
違
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
写
本
の
支
持
が
な
い
以
上
、
乙
の
問
題
の
個
所

に
つ
い
て
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
が
『
増
壱
阿
含
』
に
一
致
す
べ
き

乙
と
は
、
疑
わ
し
い
。
吋
同
即
日
ν
E
E
が
解
読
し
た
写
本
の
空
白
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
彼
と
は
別
に
復
元
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
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(
1
〉
「
此
識
何
由
而
有
。
観
一
一
察
是
-
時
、
由
ν
行
生
ν
識
。
時
我
復
作
ニ
是

念
刊
行
何
由
而
生
。
観
ニ
察
是
-
時
、
行
由
v
療
而
生
。
無
明
縁
行
。
行
縁

識
。
」
(
大
二
、
七
一
八
中
〉



サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上
)

(
2
〉
公
恒
国
可
戸
自
由
HHM何回可
O口
広
。
自
由
口
問
)
閉
山

}22-三
田
町
agHHHM足立
r
p

rrロ
gmM『山山
rr岡田国
HH阿国
MSZL2u山門口
¥
8
5
印戸内問叶
2
E
凹三
ω
口
三
』
問
問
H戸田哲

r
E〈同
C
¥
回同忍回日同同門同町吋出片山有田可回出口回目
E

ロ間同ぐに白川山口同日
¥
)
(
U
S
)

広

(gmM可
同
自
主
民
間
同
仲
間
仏
間
r
r，
S
門
¥
日
内
向
田
口
ニ
ロ
ロ
戸
田
同
片
岡
田
国
告
団
}
州
問
ユ

『
}
阿
国
ぐ
田
口
己
¥
宣
告
恒
吋
間
同
可
mqmHbn白
町
ロ
ロ
m
f
g
H担
保
常
山
廿
¥
)

ハ
仲
間
印
可
問
自
由
吉
田
可
口
口
広
口
宮
田
口
回
目
F
r
5
4白片山

0
5
召

M1mEY山ゲ
F口
Ha

EMH同
r
z
m同
B
a戸
戸
仏
国
司
阿
岳
¥
間
三
《
守
山
可
凶
沼
田
戸
弓
山

HHH
回出自己門間片山

rrz田口昨日
¥
2
E
Z
U吋
三
百

zbn回目
U

己口問

}
M
g
吉田
E
H仰
}
凶
)

H印
公
弓
田
〈
H円
山
可
問
℃
門
戸
ミ
ミ
山
r

g
召
共
同

H山
-kgH恒
共
同
E
古
田
ミ
ミ
ー

曲
目
ヨ
吉
山
口
回
目
¥
(
下
略
〉
〈
匂
喧
∞
)

さ
て
、
写
本

ω
∞
叫
ん
岡
山
は
次
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
。
(
匂
・

2
)

H
B
2
2福
岡

村

同

r
r
2
1
2
F
4
H古川円
HE-M吋
白
¥
¥
¥

(

H

)

(

旧

)

N
E白
山
『
同
居
回
目

H
E白仏
H
同})}回開
4
E
H
}自
由
自
同
信
¥
¥
¥

ωHMHEM「
3
1白
vHHMmun同

O
宮
H
H
g
H
H
4ぷ
障
問
¥
¥
¥

品

a
r
5
S
Z
2
4
2
七
百
件
E
¥
¥
¥

(
C
E
2
u
門戸田可田・

(M)
州内
-
ω
r・
HH出
hwBH
印
Hg〔日H
H
-
(

な
お
同
・

ωr・

と
は
正
し
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
問
。
円
Z
E
2
ω
g田
町
広
の
略
記
。
)

右
は
叶
巳
H
U
E
Z
が
解
読
し
た

ω∞戸
NHN
の
全
文
と
註
記
を
転
写
し

た
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
第
一
行
は
本
経

5
・
ω
の

一
部
に
あ
た
り
、
第
二
、
第
三
行
は

5
・
〕
に
あ
た
る
。
第
四
行
を
ば

次
の
よ
う
に
復
元
し
、

5
・N

に
該
当
さ
せ
る
ζ

と
が
で
き
る
。

5
・
N
(
E弔
問
自
由
H

封
印
可
。
巳
b
o
g田
口
問
)
包

可
同
岳
悶
(
ゲ
百
円
陣
印
可
思
}
回
目
回
目
吉
田
可
白
邑
毛
包
山
¥
)

}門口同
4mH仲間
H
04仰
向
]
F

4日
出
回
附
恒
同
ロ
己
¥
¥
(
匂

-HH-MYHO品
)

(
3
)

名
像
故
為
ν
有
ν
識
。
亦
名
像
因
縁
復
識
。

(

4

)

如
ν
是
識
法
因
名
色
有
。
従
-
-
名
色
縁
日
有
ニ
此
識
法
↓

乙
の
あ
と
に
ど
の
よ
う
な
文
が
来
る
べ
き
か
、
本
経
に
関
す
る
写
本

は
ど
れ
も
、
乙
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
手
掛
り
と
な
ら
な
い
。

パ
l
リ
文

(
2・
3

は
吋
同
曲
目
m
S
3
1
r
E
H
M
ゲ
E
r
r
r由
4
0
2包
!

品
。
回
目
と
い
い
、
『
雑
阿
合
』
も
「
我
作
コ
是
思
惟
一
時
」
と
い
い
、
支

謙
訳
も
「
比
丘
、
便
思
惟
、
生
二
是
意
↓
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
次
の
一
匂
を
乙
乙
に
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

E
・0
(

門
田
昌
由
自
由
BmF日同開門同日
Z
5
4伊丹¥)

次
に
来
る
文

(
E
-
H
)
の
復
元
は
意
味
内
容
の
上
で
困
難
を
伴
う
。

ま
ず
、
次
の
文
が
こ
乙
に
来
る
べ
き
根
拠
を
考
え
る
。
さ
き
に
引
い
た

』

h
a
E
g
h
N
W
S
h
w守
Q
U
E
N
(口
-
H
Y
5
3
を
見
る
と
、
本
経
ロ
・

ω

の
文
に
直
ち
に
続
い
て

丹
田
町
田
可
間
三
}
口
問
ロ
印
(
同
匂
)
同
ヘ
凶
)
3
1
ロ
(
門
日
間
司
同
一
三
回
)
持

・
・
・
・
ロ
間
同
(
由
)
『
切
回
同
E
0
4
W
E
F
4同
江
田
内
巾
¥

と
い
な
さ
て
校
訂
者
宅
巳
弘
田
口

E
5は
*
印
の
と
と
ろ
に
註
記
し

て、
「
官
印
守
口
向
日
削
4田
江
戸
H
g
B
吋
パ

i
リ
匂
白
口
口
口
門
同
町
田
4
E
E片
山
に
よ
れ
ば

耳
田
守
口
円
四
回

4
R
E
g
を
期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
奪
格
」
刊
日
〕
除
問
ロ
間
同

(
連
字
同
lH】
は
〔
写
本
〕
芯
-
N
K
弱
く
認
め
ら
れ
る
)
は
パ

i
リ

と
類
似
の
構
文
に
適
合
し
よ
う
と
し
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
依
存
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
ハ
村

上〉

乙
乙
だ
け
で
は
寸
巴
HUm-Z
が
復
元
し
た
も
の
に
同
じ
で
あ
る
。
と
れ

に
相
当
す
る
文
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)
お
よ
び

玄
英
訳
に
は
な
く
、
。
。
ぢ
巴
匂
己
切
H
K
W
H
H
に
も
な
い
。
し
か
し
支

謙
訳
お
よ
び
法
賢
訳
に
は
右
に
相
当
す
る
文
は
あ
る
。

乙
の
次
の
ロ
・

ω
を
復
元
す
る
手
掛
り
は
一
、
『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)
〉

関
係
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
に
は
、
管
見
一
の
及
ぶ
か
ぎ
り
で
は
、
み

芝
川
ら
な
い
。
し
か
し
、
パ

i
ワ
本

(
2
5
、
支
謙
一
訳
お
よ
び
法
賢

訳
に
よ
り
、
さ
ら
に
ミ
bbιEhHh尚
3
2
W
H
3
日
ゲ
・
巳

(HH-HV・
5
3

を
参
照
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
復
元
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ロ
ω
(ロ
E
S再
配
相
官
。
由
国
立
ぜ
C
R
E
S
E
t
r
g片山
¥
E
E
m『
出
】

um--

宮
旦
可
ミ
5
2
-
u
c
E
H
4
c
m
Z
E同
国
¥
)

こ
れ
は
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
解
読
復
元
し
た

h
E』
志
向
逗
託
さ
Z
W
H苦

手
話
の
相
当
部
分
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は

吋
立
℃
旦
宮
の
復
元
と
は
異
な
る
結
果
に
達
し
た
。

(

1

)

『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)
お
よ
び
玄
英
訳
は
、
い
ま
復
元
を
試
み
て
い

る
お
・

H
I
G・ω
を
含
ま
な
い
。
。

cz-uロ
円
切
ユ
ロ
r
ロ
は

5
.
H
を

含
む
が

5FNiω
を
含
ま
な
い
。
郎
ち
と
の
三
者
は
、
識
と
名
色
と
の

相
依
相
関
(
相
互
依
存
関
係
〉
を
説
か
な
い
。
し
か
る
に
、
中
央
ア
ジ
ア

発
掘
の
写
本
Q
∞
ア

MMN)
に
よ
れ
ば

S
H
I
N
を
含
ん
で
お
り
、
続
く

お
い
を
も
含
む
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
謙
訳
や
法
賢
訳

と
同
様
に
、
写
本

ω∞ア
NHN
は
識
と
名
色
と
の
相
互
依
存
関
係
を
説
く

と
考
え
ら
れ
る
。

(
m
M

ぺ
l
ジ
上
段
の
図
参
照
)

〈
2
〉

Z
問自由円四百四

rFO
由主
H三
回
出
削
恒
国
召

ro江
口
同
HHH阻同口宮古田口口
3
ふ
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連
鎖
円
回
目
問
問
S
Z
仏叩一吋〉
r
r間口
-m
四
百
日
目
戸
支
出
は
、
識
回
2
司ロ白神田
O
E

か
ら
折
返
し
て
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
越
え
て
続
か
な
い
、
と
い

う
乙
と
が
、
い
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
」

と
い
う
。
も
っ
と
も
、
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
、
の
。
円
)
川
己
匂
口
同
国
円
山
口
}
門

口
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か
く
、
右
の
ミ
s
E
S
&
s

苦
言
と
さ
を
参
照
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
発
掘
の
本
経

の
写
本

(ω
可
)
の
本
文
は
の
OHU巴
吉
見
出
H
-
n
w
H
H
K
F
∞
に
続
い
て

い
た
こ
と
を
推
定
し
得
た
か
に
思
え
る
。
そ
の
回
江
口

r
口

〉

で

は

民
-H
に
続
い
て
次
記
の
に
-H
が
来
る
。
し
か
し
、

Z
-
H
と

に

-H
と

の
聞
に
、
ロ
・

Mlω

が
あ
る
一
異
本
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
写
本

ω
∞
寸
(
断
片
)
に
も
と
づ
い
て
、
支
謙
訳
、
法
賢
訳
、
パ

i
リ
本
(
白
日
・
∞
)

の
三
本
お
よ
び
足
Q
E
S
&お
ま
と
さ

U
ゲ
ロ
を
参
考
に
し
て
構

成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
に
-
H

の
前
に

E
・0
一
が
あ
る
異
本
が
考
え
ら
れ

た
の
は
、
パ

l
リ
本
(
田
町
・

5
、
『
雑
阿
含
』
(
二
八
七
)
、
支
謙
訳
か
ら

構
成
さ
れ
る
可
能
性
に
よ
る
。
(
も
っ
と
も
に
・
0

の
存
在
は
意
味
内
容

と
し
て
は
些
細
な
乙
と
で
あ
り
、
ロ
・

ω
ゃ

に
-
H

の
重
要
性
と
比
す
べ

く
も
な
い
。
)

こ
こ
で
、
ロ
・

ω
か
ら

E
-
H
ま
で
に
つ
い
て
、
諸
異
本
の
系
統
を
次

に
図
示
し
て
み
る
。
(
な
お

O
印
は
存
在
を
示
し
、
空
欄
は
な
い
乙
と
を

示
す
。
?
印
は
破
損
に
よ
っ
て
確
認
で
き
な
い
と
こ
ろ
。
×
印
は
別
文

を
示
す
。
)
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:þ入代、:=-.i'ム特議E回端 C~ 斗〉

12.3 13.1 13.2 13.3 1~0 1~ 1 15.~ 

l' 0 0 0 制甜く属。。 。o Brick II 。 。。0 難匡如 (ll<-tJ)
11' 0 。。。。。o 1t<補首脳'て{亡、*0。。。Cト・ C'-. ひ- o M'* 387 。。。。 × o *自国耳柘
111' 0 。。× × × 0 軍~~tl1 ~~I 1]< • m 。。。× × × o Tripathr蝉!日*
れJトJ14. 1 :.'"!' r案提医伽~ (11< -tJ)'制胡く恒'作(権問~Q わ<~同

~司\f"ば， Gopalpur Brick II A 8-9 h!.~..IJや哨(J' iiii;早[i!Q
(也)

Mahavadanasutra 9 b 12 ((-て-=---*-1みJ~匪ベJ...) い'起Q

.l-6小上4鍵世¥U，初1'{a0
(1) 

14.1 tasya mama vijnanat praty(u)davrtate mana-
ー (2) (3) 

sal1l natal;l pare平avyativartate/ 

(1) ]ohnston ti pratya(ya)d ãvarttat巴...IJ~益幅J ド二時。

て-=--paccudavattati hL:î疋迫~I'(l pratyudavartate W限定
時。t'~ミム J、司々F トム 8 Mahavadanasufra 9b 12 hL vijna-

n亙(tp)r(a)tyu(davarta)川崎時会必， {Q8'，). m入κι 入Q
S主語，..)~Þ<w' pratyudãvartate ベJ協同~ト(I)jベj 為1'-'.削吋小。

-varttate ベ1~ト(1 8ti Gopalpur Bricks II 8 争入 Tく号、=--~

ι111曜日~8犠I'-'~心小-R，_Ç\' ... w 1 i' h!;回同 Fコド握1，..)いねV O
(2) Mahavadanasufra 9b12: parato 

paridevad袖dtゆk】hada

同Tripa叫thr立Z包 n凶lirodha0卿脅嬢令) (ω27η) 1::ば4 吋~礼..IJ\"や1 ニ ν騨|同

4惚与おj...)'(ityavidyapratyayぬsarp.skara];1./sarp.skarapraty-

ayarp. vij色anam/vijnanapratyarp.namarupam/ (出ト何

回ベJ t@:禅〉ベJ~ I'{a O sarp.skara nl;)' avidya (単fiB)ば語
~時 Q:.'"!' Tripathr hL.l-61'{a騨!日 13"""14hL刑躍が時 Q \U~

I'{a~ミ'{r-坦ベJ'l\ねニ。串E叫に上4語~1'{a ~Q hL坦さきほ『型~~tl1

~~rrj 111< • m為~I'{a為'垣Q樹脂m*:.'"! 11l車止さI'{a O Tripathr 

Zミ睦~J~...).{2帥*390V 1 (p. 67) 上，!:.'"!

///r叫 a.rp.sokaparid(eJ/ / / 

ベJ~時 Qt令下)~ ('ド， 'd:{ Q騨IR:.'"!帥*h!.~心や v~Q \U将二

U ベJ~ .Q.-RI'{a O 10 Q輪余:.'"!'Gopalpur Brick U A 9-II 

B2 hL吋 F い'何回Q 吋小l::U世{J!;i~ト(òtJ..IJ~下J柳時。時J...) ド

Gopalpur Brick記吋I'{a+crQT{:.'"!' r難匡守口~ (11<4コ)'制

採掘， 1Þ<~程脳'土自楓市至上，! 1 î輔~I'{a Q \u~時。

(1) Johnston ti rOpratyaya平和c:).ayatanarp.心掘定」ベ1iJ;t:l

同Jい二時。

(2) Brick II B 2 h!ti sarp.bhavarp.nti. 

(.-<) 似縦揺さま「明運営困礎調語'偽穏国藤明星誕JCfム皆〉心;Lふれ。制

t!*.超越llJ(~-t6lr岳注目判明記。世話穏'機礎明記」ベ1':;.("¥0 ~$]...IJ繕...IJ 8
思同巡持駆埋ま件J!;買いト(I-t6l 8 1'-'~時。て-=---t6l~$]ベJ繕ベ18 !æ同

題提題K~まw陪私的。 (yad idm namarupapaccaya vinna¥lall1 

ヰぉ入 κ 々、=、トム4受古奪回端(~ .J..j) 

(3) Brick II A 9: vyativarttate; Mahavadanasufra 9b 

12: vyativartate. 

(.-<) υ持ti日中*43.5 (=s 360139 V 5; p. 28)，77.2 (=s 

362 R 2; p. 40)， 110.6 (=528 1， V 6; p. 48)， 43. 6 ( =s 360 

139 V 6; p.28) hL-t6lベJや二ドニ時為， ~~ヰキIÞ<主主獄ニ-t6l~きv

~F;4+l ):;，1目当初 .kt! 8 I'-' ti~きニ)j ...IJ ti' 思議 8-& hLt<(.k~話4司会

，_C¥必反小.kl'(l。

(C¥l) 72.2 ti 77.2 (=s 362 R 2，p.40) I'-' ti~時制ニ会。

〈的) t(n;:.緩慢削除b組:.~込部。

〈吋<) ~軍隊iI討議:傾~剰卿トモ '1摺:.1出i訴?

(凶) Illl!(~制作。嘗困問機贈~I\騨1室岡?

(坦) Paccudavattati kho idaIl1 vin宜亘早all1namariipamha 

naparall1 gacchati/ / ettavata jiyetha va jayetha va ma- お

yetha va cavetha va upapajjetha va (主主将 ettavata ~い

ti翠-14-):;，1ねニ。〕

ヰ王将 r-t<幽担割翁程』網11l5IhLfii:;-i主将時騒K関Q弾砲Z富士主餐副騨
h! 1 \訴~時。>\J)j ):;，1:!! j吉岡813. 1 ~3， 14.0 ):;，1 Q草剤~1'(lÞ<8~

...IJ):;，1' r係惚'1垣繕， '~I乏'Il話網，J (-¥く11-tJ' l11J5I斗)...IJシげ

勢制静岡信長8，やtir苦手話請書世話継母1，1惚Lヒ，J心シゎ。
15，1 ya(d uta) vijnanapratyayal1l namarupa中/nam-

ar句 ap凶 yaya];1.同ayata2ib/吋 aya(tanap凶 ya)ya];1.

sparsa];1./sparsapratyaya vedana/vedanapratyaya tr~平垣/

tr明 apratyayamupadanam/upadanapratyayo bhava];1./ 

bhavapratyaya jati];1./ jatipratyaya jaramaraJ，1a品oka-

I/vi宣車亘早apaccayanamariipall1/lnamariipapaccaya sa!ι 

yatana1l11 I・・・〉

(C¥l) ~~ヰ『型~~[)J匿の~ :!!善幸lii" lcw呉吋， -l'u，_C¥)::，/.)j 8堤i訴余!(

漏Q同耳泌さま「赴I~挙ぼ' ぼ弾事範囲縦*-¥U翠1七]iI"1議:iilio，J (-¥く11'4-コ 1<

-&) ...IJ:二小品

トム14...IJ:!!)j...IJ~当時。

15. 2 evam asya (kev山ぷjmahato du』khaskand同
hasya samudayo bhavati/ 

-W:.'"! Gopalpur Brick II B 2-3 hL'>'s (' .{2~ミ， Tripathr 
(同〉

以 ι~ I'{a蝉 IKÞ<~ t@:己\U~1'{a。て-=' r繰匡の~ (1 1にく-¥-!X
〈同)

制捕〈幅'土話国民1幅hL~出t@:~単 Q1民主主~時。 主主将'て-=Q起hL
(叩)

制~I'{aゃく (65. 10) :.'"!垣上4234ヨニ。 お

(.-・，) )j 8同g:!!Gopalpur Brick )::，/.:!!~ヨユミミ， Tripathi 8剥

IR)::，/.吋ト(1027.2 ~~。

(C¥l) 1$，..)丈一=--とd.:!!mahato )::，/.~t! I'(l ~g:!!~ヨユ。

〈的〉 作{継馬:!!r思J同!$~ト~'I f1:\~盛， 1 ~*-\U謡、属国制.J' r智憎匪
4j!U :t! r息、端唄符'1蜘樹鈍忠臣1lI，j心ニ小。
(可) Samudayo samudayo ti kho me bhikhave pubbe an-

anussutesu dhammesu cakkhum udapadi na早amudap互di

panil.a udapadi vijja udapadi aloko udapadi 11 / / 
(1 ) 

16.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati jarι 

mara加申 nabha vati/ kasya nirodhaj ja而 maral.}a-
(2) 

nirodhab./ 



令入尺今、乞:，，- 0 ム 14:\!幸四組 C~ ベ〕

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evaIJl yathabhu-

tasyabhisamaya udapadij 

3 jaty瓦m 乱satyaIJljar瓦maral]a中 nabha vatijjatiniro司

dhaj jaramaral]anirodhal，J/ 

zs!ドーE輯包粧刊誌 (26.3)う1'6\t-'~皆、/0 Gopalpur Brick II 

B 3-5 ~ヰ吋む時JQ 握哨1J Q -P<~' Tripathi Q慰1同時ベJ栴トトQ

.lj]i (制同特醍) \t-'昧~!{ð O 1010 \t-'~' ï~思 4.1"""'12.3 l:，Lo¥B+i 

キJ~~ o;Qば， Tripathi Q蝉!日刊ベJ~，:_)誕眼ば止さí' ~O 1:li8' 
樹Ig14-(l6，.._，26) ~~中14- 387，3"""'4 (p.65); 390 (pp. 67-68); 

391， (Bl. 17)， (Bl. 18) (p.68); s 399 (p. 69); 525， Bl. 10， 
Bl. 12， Bl. 13 (pp. 71-72); S 527， Bl. 5， Bl. 7 (p. 73)以-4l...IJ

千二い将:;;;:.'.yu，_0上，!.S. Levi Q~生幅 (JA 1910， II. pp. 438-

440) 時J .，4)翰~....)いニ向。匝挺Q堪þくる躍ニドニ!{ð Q ¥t-"記

入j嵐ニヰきv蝉!日系Ia'組ベJ~ !{ð O

( 1) Gopalpur Brick II B 3 ¥'-'!f nu ~ぷeW' kasrninn asati 

ベJ'二小o 2::ミド:"04)I@:様。おい t44号ニド Tripäthi 主主E二~仲*上4

!f nu :'R~題!lぐベJ 壬)，-".c心。

(2) Brick II B 4 !l!f iti 1("主主吋， -nirodha iti "'-I~t{ò o ~ 

ド:"04)阻縫。 Tripathi::(主眼二 ~g中十時!2!f iti 為ぐ"'-1記"，-".~.\:ヨ
r。
-> 

(3) Brick II B 4: -kurvvata. C~ド:"04)I@:縫。〉

( 4) Brick II B 5: -mayo babhuva. (弱い04)I@:縫。)Tripathi 

(25) 

tasyabhisamaya udapadi/ 
(26) 

3 vedan語y盃m asatyaIJl t将J，1ana bhavati/ vedan盃niro-

dhat tJ:卒。語nirodhal;l/
(27) 

21. 1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati ve-
(28) 

dan蚕nabhavatijkasya nirodhad vedan扇nirodhal;l/
(29) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evarp. yatha 
(ぬ)

bhutasyabhisamaya udapadij 
(31) 

3 sparse 'sati vedan蚕nabha va ti/sparsanirodhad ve-

dan語nirodhal;l/
(32) 

22.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati spa-
(33) 

rso na bhavatijkasya nirodhat sparsanirodhal;l/ 
(34) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evarp. yatha-
(35) 

bhutasyabhisamaya udapadij 

3号aQ瓦yatane'sati sparso na bhavatij手aQ語yatanani-

rodhat sparsanirodhal;l/ 
(36) 

23.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati手a・

Qayatanal!l na bhavati/kasya nirodhat苧aQ瓦yatana-
(37) 

nirodhal;t/ 
(38) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evaIJl yathabhu-
(鈎〉

tasyabhisamaya udapadij 
(岨)

3 namarupe 'sati号a併yatanatpna bhavati/n語mar頑固

panirodhat号aQ勾ratananirodhal;t/

令入 κ 、r、トム14~事凶E裂く1ζ 斗〕

お殴ニ~~か14\'-' !f udapadi P*it{o。
(1) 

17.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin n~-'asati j瓦tir
(2) (3) 

na bhavati/kasya nirodhaj j瓦tinirodhal;l/
(4 ) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evaIJl yathabhu-
(5 ) 

tasyabhisamaya udapadi/ 
(6) (7) 

3 bhave 's旦tijatir na bhavatijbhavanirodhaj jatiniro-
(8) 

dhal;l/ 
(9 ) 

18.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati bha帽
(10) 

vo na bhavati/kasya nirodhad bhavanirodhal;t/ 
(11) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata巴varp.yathabhu・
(12) 

tasyabhisamaya udapadij 
(13) (14) D 

3 up云d孟ne'sati bhavo na bhavatijupad云nanirodhad 山

(15) 

bhavanirodhal;l/ 
(16) 

19.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asaty up語・
(17) 

danal!l na bha vati/kasya nirodhad upad泊1anirodhal;t/
(18) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata巴vaIJlyathabhu-
(19) 

tasyabhisamaya udapadij 
(20) 

3 tr刊瓦y扇m asatyam upad扇na中 nabhavati/ t持。ι
nirodhad up盃dananirodhal;l/

(21) (22) 

20.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati t持。云
(23) 

na bhavatijkasya nirodhat tr!?J，1属工lirodhal;t/
(24) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evaIJl yathabhu・

(41) 

24.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati n五-

marupa中 nabhavati/kasya nirodhan namarupaniro-
(42) 

dhal;l/ 
(43) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evarp. yathabhu司
(44) 

tasyabhisamaya udapadi/ 
(45) 

3 vijnane 'sati n盃mar函patpna bhavati/vijn如 anirod-

han n面mar函panirodhal;l/
(46) 

25.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati vij-
(47) 

負瓦nal!lna bhavatijkasya nirodhad vij負ananirodhal;l/
(48) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evaIJl yathabhu-
( 49) 

tasyabhisamaya udapadij 

3 sa甲sk瓦re宇vasatsu vij踊 natpna bhavatijsatpskara・
(50) 

nirodhad vijn語nanirodhal;l/
(51) 

26.1 tasya mamaitad abhavat/kasmin nv asati sam-
(52) 

sk瓦r扇nabhavanti/kasya nirodhat satpskaranirodhal;t/ 
(53) 

2 tasya mama yoniso manasi kurvata evaIJl yathabhu-
(54) 

tasyabhisamaya udapadij 

3 avidy扇yamasatyaIJl satpsk云r扇 nabha vanti/avidy瓦-

nirodhat samsk瓦ranirodhal;t/

( 1) Brick II B 6: kasminn asati. 

( 2) Brick II B 6・ nna.

(3) Brick II B 6: -nirodha iti. 

司、
M 



t-入 κ そ\乞h トム*~き咽組 ct:'l叫〉

( 4) Brick II B 6: kurvvata. 

(5) Brick II B 7: .abhisamayo babhuva. 

(6) Brick II B 7: bhav巴 asati.

( 7) Brick II B 7: nna. 

(8) Brick II B 7: -nirodha iti 

(9) Brick II B 8: kasminll asati. 

(10) Brick II B 8: ーnirodha:iti. 

(11) Brick II B 9: kurvvata 

(12) Brick II B 9・司abhisamayobabhuva. 

(13) Brick II B 9: sati. Oohnston立 iasatiサ蝦:QJ，..lJ 

~tti~ _Jいニト(ð0) 

(14) Brick 11 B 9: bhavaty. 

(15) Brick II B 10: -nirodha iti. 

(16) Brick II B 10・ kasminnasa ty. 

(17) Brick II B 10・ -niroclhaiti. 

(18) Brick II B 11: kurvvata. 

(19) Brick II B 11: 巴abhisamayobabhuva. 

(20) Brick II B 11: tr刊 ayarp.satyam Oohnston :t2 

itr~nãyãm asatyam心掘:QJベJ制服JトJ二時。〉

(21) Ioj Ioj会，s-， Brick II1 A 主主:t2~廿五時。

(22) Brick III A 1: kasminn asa ti. 

(23) Brick III A 1: -niroclha i ti. 

(24) Brick III A 2: kurvvata. 

(25) Brick II1 A 2: -abhisamayo babhu va. 

(49) Brick III B 5: -abhisamayo babhuva. 

(50) Brick III B 6・ sarp.skaraniroclhacl.J:<o 

(51) Brick III B 6: kasminn asati. 

(52) Brick III B 7: -niroclha i ti 

(53) Brick III B 7: -kurvvata. 

(54) Brick III B 8: -abhisamayo babhuva. 

国ムl'llli: 1 Q鍵わくミミ i器 J鴇守Ú .k~~' i-..J Q 思議曜G贈!擾余Qj制

覇上44ヰユド:!!' ~ヒ'瀧g:;\-\(<i高吋ト(l +11m選早)...1，) ~さ F い二時。 U

Q .l.J]~ :!!て-=-\(<i盆v坦Qいてい Q 剛(*l;，!~ヰニトJ llli:，:_)\0~1{ò 。

初-l\'U Q埠w令上44ヰニド:!!十例目義明\0 ~('~O (思1.... .)' r型I(l~[l] ill: 
4包J~ヰム-6~ Tripathi蝉1R*:!!...I，)-Wl以十11m選Mtいねい)0 ...J 
会...J' て-=*:!!~国主選令上44ヰニい4 十桝思議曜礼J~ I{ò O I-¥J...J 

い， 1鰭 Q 幸運l;，!ム~ ('ド明得JQ~議主主-\QI{ò J Q ~や主主必 1"" I明キJQ

穏l;，!~('い構Q書室高時帰」ベJ~ ト(3 (5 1I. p. 105)。主主将i-..JQ

~阿見寝~l{òllÆ隊生-{"長三 Q r繰t2:~OJ (11<<) (選阻 11 

<K11醐損)' Tripathi: Futtfundzwanzig 5utras des 

Nidiinasa1'[tyukta， Sutra 6: naClakalapika'え-=5 X1I. 

67 Nalakalapiyam (5 II. p. 112ff.) Q制隔QiH妥ば斗 F

ド~v組長与主将。

(r-<) r録医~roj (11く-¥J):t2{.Q8 17.1"'25.3 !:d-\Q~心思伝怜j押

遊漁¥C'1時，.:)' 活上H挙唱H1>\ 8~露外Jj京日仏!{l O 情-6~ '( -""\C'~ 

17.1 8主主心会，s-， 24.1 -f壬担制¥C'卵管絵¥C'-¥Q!{l(65.13; S II. 

p.105)。情-6~作〈橋市423剣-Þ<w~日笹主主J 上41挙県私設 F 脳同E為îf:長

ヰコ入代、b トム村議日国製(t: ...y) 

(26) Brick III A 2: v巴danayarp.masatyarp.. 

(27) Brick III A 3・ l王丘sminnasati 

(28) Brick 1II A 4・ .nirodhaiti. 

(29) Brick 1II A 4: kurvvata. 

(30) Brick 1II A 5: -abhisamayo babhu va. 

く31) Brick III A 5: spariIe sati (}ohllston :t2 i asati ，..lJ 

椙:QJ，..lJ組問JトJ二時。〉

(32) Brick 1II A 6・ kasminnasa ti. 

(33) Brick III A 7: -nirodha iti 

(34) Brick III A 7: kurvvata. 

(35) Brick II1 A 8・ -mayobabhuva 

(36) Brick 1II A 9: kasminn asati 

(37) Brick III A 10・ーnirodhaiti. 

(38) Brick III A 10・ kurvvata.

(39) Brick 1II A 11: -yo babh百va.

(40) Brick III A 11: asati. 

(41) Brick III A 12: kasminn asati. 

(42) Brick 1II B 1: 叩 iroclhai ti. 

(43) Brick III B 1-2: kurvvata. 

(44) Brick III B 2・ -abhisamayobabh百va.

(45) Brick II1 B 2: 且sati.

(46) Brick III B 3: kasminn asati 

(47) Brick III B 4・ーniroclhaiti. 

(48) Brick III B 5: kurvvata. 

¥C'-¥Q心， (時:1 81 騎士3扮明記1民，.:) ~y 室長関ベJ'二小 8~主 sa rp. skã­

ra' 1墜さま aviclya !:dQ手当甘い!{l-'-6小¥C'-¥Q!(l 0 併記「型ilI~t~陸相j~

1腿戸Uニ小為， l自1~8 同~~e:eニト):二時。

2U7 .J 1 i Ja肝刊V吋i均d
. ranl日1凹rodhad viりj色亙nan1註rodhab/vi可jnananirodhan nama-

ru包lpan凶1吐irodhal:;I/namarupan凶1討ir叩odhat号明aCl亙ya tananirodhabl 

号aClayatananirodhat spadanirodhal:;I1 sparsanirodhad 
vedananirodhal:;I/vedananirodhat tr'i苧anirodhab/tr号早互噌

nirodhad upadananirodhal:;I/upadananirodhad bhavan-

irodhal:;I/bha vanirodhaj jatinirodhalJ/jatinirodhaj jara-

mara平anirodhal:;I1soka paridevadul:;Ikhada urmanasyδpa-
yasa nirudhyant巴/

2 evam asya kevalasya mahato dul:;Ikhaskandhasya ni‘ 

rodho bhavatij 

国.Lj~，1~~掻くþli!要揮下J~.D P ~\耐(，.(<)1 民A ね主主，.0-Wl-jo， '{ ¥-J Q同(

*と4嬰知恩}主役-\0時。て -=Q~毛主主， i-..J i-..J下J-Wl十桝騒属)¥0-¥Q 

心， 1明母JQ;議以吋 Fい櫨Q;援長崎心'櫨Q頂上4吋 FトJ明<fl]

Q~選後~.D J ベJ ニ小1><，.(<)同~I{ò。

「空1(l~[l]t2: ~nj ~ i-..J i-..J l;，! ~ヰニド必要ベJ 倒 t当時叫主総v'，1関矯
てþ~ff事 Q 噌~QベJ i-..J心:!!
* 「廿f掻置制1眠!議'制~矯~~ま露。国同嶋崎11 同蝿挫寝 1J (-1く 1l' 

ギ1<佐)(補正弘芸員選754現制関穏」サニン)

可Cコ

rl 
可



令入代、=、トι特1寄目白E製ct!斗〉

孔j ニ小 O lJ~~守û -llU Q鋸w令室要輔.-lJ~+ÞI.余Q 明l1t~1!f虫記J 止さ

為'.0M4l'曝早道特(Q 実話~十川ベJ :\o--!{D~Q \':J~.Ç'I'起草~Q絹下J~

!{D。制~ 27.2 足早昔1].p，時判長主主二。時JQギ心以去三Q Þ<~起

上44ヰ〉。

「宮部~剖 11主i合計醤構時盛時11匝抑?<iF-川〈輔 11封剖柑~ぽ?
* 様トヰ斗組与車 11主i制剤~鼠刊酪1<t lJ (-¥く1i'-¥Jl<丑)(*回

国特:l:!赴1-N.-lJ:¥o--!{D品川-14-~吋時)

併記て-=，，~:l;ごさ;H~Q 27. 2 ~嬰矧:\o--!{Dþ<~~星ニド起 Ql

令<(65.18: S II.p. 105)込j異吋心。

Nirodho nirodhoti kho me bhikkhave pubbe ananus-

sutesu dhammesu cakkhum udapadi n.at;lam udapadi 

pan.n.a udapadi vijja udap亙dialoko udapadi/ / / / 

(1) ity ~ Gopalpur Brick III B 9 h!.~ぷニド将心， avi-

dyanirodhat sa rp. skãranirodha~ Q 1 .!Çi'w~ぷVO Tripathi 

為雄総_).{<~中*" S 527， Bl. 7 V3 (p.73) 記ム~~~1-QQ潮心¥eJ

~t{l O 世~.{<邦出荷量 Q*活断需â*"~ tJ~h!.制IP ニ吋小手J~ ト(l 0 _)~ミJ

S. Levi :;ミ匙椙_).{<肘*"~ Gopalpur Brick III B 9ベJi!E!.) 

v' ity-sarp.skaranirodhal:l ~主くニド二時 CJA 1910 II. p. 

440 1.1)。
( 2) avidyanirodh亘tsa rp. skãranirodha~ Q 1 .!Çi'~ Gopal-

pur Brick III B 9 ~ヰムm Levi ~主総仲*"h!.~~ ニ。(!J~~

26.3 Q総 11 .!Çi'..IJ Q酬鰯外l鰻士~+!首会以ね F ド二時。〉郷罰百Q r事t
~4j1JJ (11く4コ)'悩採掘'1ll{橋li¥a'r型F仰匡4j1Jj111<. 15I~[[ 

('.-lJM4l!l?!ニQ:tH羽胡<if，¥i;Q í儒輔製'綿々I語川雄E梱Q;!;~割Q;!; l誌

に強制唱田組事刊i韮 11製陸運，j下J~心， ~難匪~J1 ~ i幡宮赴11刑

制?総理!E1I1在意〈捌'判事〈糊'判事〈制強?ヤロ宰〈起11封主主 1

+W ~若々盟*J ベJ ニユ'制:l:!同ニ。理特:l:!1丑宰-<~~.t.::時同E

Q -R.R心~' :;;1' sammasambuddha Q 同g~ヨヨ:\0--。 ね4ヰ十ゃく

橋冊~~lJ Q 繁盛h!.' 36-37 凶悪刑:\o--!{DÞ<~~'.b!{D。

29 tadyatha puru!jo 'ra早yeprava平e'nvahit;lq.ann ad-

higacchet paura早arp.margarp. paura早arp.vartma paur-

a平irp. putarp. purvakair inanu号yair yatanuyatam/sa 
tam anugacchet/sa tam anugacchan sa今Rapa8yet 
paura平arp.nagara早 paura平irp.rajadhanim aramasarp.-

(pannarp.) vanasarp.pannarp. pu号karit;lisarp.pannarp.sub-
〈同〉

harp. dapavatirp. rama平iyam/

~ドー 31 制下JQ珂警高「賢日田端J (nagara) Q明Q 画材~-\年j

ヰヨ:¥o--M4lQ¥tJ'~出いてい Q -14- ~m員。4二時。-\ZI~帥-14- S 399 R 

4-5，400 V 4-R 1 (p. 70)， S 730/1 A 1-5 (p.78)，却lTQ盟会

ω ・ふ~"犠掘-14-(]A 1910 II. p. 440) ~..L6 ('ドニ時。
(同) e司ド'-S. Levi ~生櫨*"h!..J::<V O

("')仲*"S 730/1 A 5: dapavatirp.; 400a R 1 : dapavati 

(rp.).て-=' uddapavantarp.. 

30.1 tasyaivarp. syat/yan nv aharp. gatva rajn.a aro-

cayeyam/ 

*'入 κ 、=、トム*~奪回組 ct! ..Lj) 

穏や~t{l 0) _)~ミ_) Tripathi主主lIEニ.{<仲*"S 527，B1.7 V 3 

(P. 73) ~1-Q Q用心\êJ~時。主主将'士活断荷量*"~時J .j:二以担IP ニ。

( 3) Gopalpur Brick (III B 12) ~ tJ平~w~ í'い縫 F い得心'

Eミド'-h!. í'ニトJ~総体\'h!.，." t{l tJベJ~主下J ol\(I主主 :LO

主主..y ~ιú ('ド， ~語 W1 Q~軍最高 :!!1 国持.R!{D O Gopalpur Brick 

~ëヨト時l~ニド二時 Q~' ~..y~("\ニい:l:!~事セ:!! Tripathi 

Q 睦椙...:J'騨 I~ ...:J~ ~:;rt~ 悔い!{D上d.:\o--為u 止さニ。...:J~ミ...:J'笥

トι組時-14-~Q~1!f拡怜j 堪同...:J("¥ ("\'モ1-<<ト'，)1ト開轄 Q 令入 K~

:=-.~ιわく「輔副騨J ~ ~型~~~~~J1 111<' lSIÆ;l-て-=" S XII 

65 nagaram .-lJM4l醐.ç_6!{DJ0，..\j ~1悔いJ0，..\j~将時下J~ I{\小 O

J0 Q J0，..\j~t.\J Q *，入代、~~ムþ<Q~話回総!日記立制可'" ~型U.il
N 

!g:姻JI ~-%\匪:\o-- ç -llU~主主ユ礼J':;' 小J0，..\j ~1民心ドニ!{D Q~~心 司

トト。

28 tasya mamaitad abhavat/adhigato me paura平o

margal;l paura平arp.vartma paurat;li puta purvakair 

I号ibhiryatanuyata/ 

J0 Q わく~岡、-14- 391 (Bl. 18) R 5 (p. 68); 393 R 3-4 (p. 

69); 400a V 3-4 (p. 70); S 730 A 1-:-4 (p. 76); X 731 V 

2-4 (p. 76) 給会必蝉IR~ 哨O !{D Q~~心， W，.0~ふ~"睦幅

Q tul'-14-(]A 1910 11. p. 440) ~-%\底下J-lIU!{D。

て-E4ヰムob~型Ul]!g:~J1 ~坦J0 Q瞳1韮上d.~J0 Q 嬰釧わく:!!

止さユF ミミ溺Q 32 Q~己目岨hL~再矧:\0-- !{DÞ<=í五嶋崎。-\ZI Q þ<~M4l

2 a(tha sa puru号orajn.a evam) arocayet/ 

3 yat khalu deva janiyal;l/ihaham adrak号amara早ye

prava平e'nvahilJ.<Jan paura平arp.margarp. (paurat;larp. 

vartma paur向 irp.putarp. p)urvakair manu号yairyata-

nuyatam/so'harp. tam anugatavan/so'harp. tam anugac-

chann adrak和平 paur同 arp.nagararp. paura(平irp.raja-

dhan同1 vanasarp.)pannarp. pu体a;rit;lisampannarp.sub・

harp. dapavatirp. ramat;liyam/tarp. devo nagarirp. mapa-

yatu/ 

W~þ.r卜-14- 391， Bl.19 V 1-R 1 (p. 69)，400 R 1-4 (p.70) 

上d.~，..\j'0 V O 30.2 Q輔1~~ て -="~..L6 時ベj 二小。 て-="~
M 

:l:! 30.1 ~卑矧:\o--!{Dþ<~.ç_6ニ。令6~ 30. 2 ~卑矧:\0--トQ ，..Ij J0ぬ可
十d

Atha kho so bhikhave puriso ra虫色ova rajamahamat-

tassa va aroceyya / / / / (65.20: S II. p. 106) 

ベJ~ !{D O rajamahamatta (附Q+<回)~111m肖い時 Q包え{己

主iむ~~時。『型~~~~~r1lJl ~:!! 30. 1 ~嬰矧:\o--!{Dþ<~~き v'

「贈 11 醍-14-圃 1J ベJ ニ小。...:J~ミJさ~Q-\く骨十 Q 曜日田:!!:\o--てい Q -14-

h44ヰニド 11輔:¥o--!{D。

31 atha sa raja (t亙rp.nagarirp. mapayet/sa syad a) 

pare平asamayena rajadhani rddha ca sphita ca k和ma

ca subhik特 cakirt;labahujanamanu号yaca/ 
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M
Y
Z
-

g
同
)
E官
民
H
H
(由
)
仏
同
県
宮
自
己
日
吋
問
自
由

E
宮
戸
田
同
窓
口
仏

mq白
HHH(]回
E
a

B
戸
片
山
)
恒
出
口
町

O円山町田
HHH}民
間
自
由

H同
MMmwEHO門出戸田町州問
B
Z
H
H七回】門田昨日目
vmHa

門
戸
巴
民
主
H

詳
羽
田
宮
¥

ω寸
ぬ

(SHHH
古
E
σ
E
4
8立
問
)
口
出
門
怠
恒
凶

4巾仏国
HH問団沼田
H
b
Z白仏間
U7

2

2日口問
B
R
g】
同
己
古
川
吉
田
同
羽
田
出
召
島
町
間
口
白
骨
詳
宮
B
¥回目告白
wa

(問)同国回同

g
c
L同
UHE百
回
戸
召
田
百
円
山

E
H
O門
出
凶
国
同
羽
田
戸
同
州
阿
佐
母
印
口
町
O仏
E

E
m間
宮
山
口
門
召
日
尚
早
石
山
仏
間

HHH
白
骨
巴
円
羽
田
巴
¥

右
は
写
本
凶
叶
ωN
〈

N!日
同
品
(
匂
・
コ
)whFCCず
ぐ

H
I
N
S・
3
)、
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る
。
ま
た
、
島
ω
〈

M
l
N
E・3
)
は
省
略
形
で
述
べ
る
が
、
一
寸
話
一
語

区
切
っ
て
対
格
で
あ
げ
る
合
同
吉
田
ユ
宮
哲
三
五
山
ロ
同
吉
田
由
召
共
同
吋
仰
ロ

包
忌
日
円
台
召
と
す
る
)
。

(
2
)

「
使
従
一
一
彼
道
↓
郎
知
-
一
生
老
病
死
所
ν
起
原
本
↓
有
v
生
有
ν
滅
皆
悉
分

別
。
知
一
一
生
苦
・
生
習
・
生
尽
・
生
道
↓
訪
問
悉
了
知
。
有
・
受
・
愛
・
痛
・

更
楽
・
六
入
・
名
色
・
識
・
行
・
疑
亦
復
如
V

固
定
。
無
明
起
則
行
起
。
行

所
v
造
者
復
由
一
一
於
識
己
(
大
二
、
七
一
八
中
〉

(
3
〉
「
乃
可
ν
得
v
見
一
一
彼
老
死
集
↓
是
故
我
証
一
一
得
老
死
滅
寸
乃
至
観
一
一
見
生

-
有
・
取
・
愛
・
受
・
触
・
六
処
・
名
色
・
識
等
皆
滅
↓
又
観
一
一
行
集
亦

令
行
滅
寸
行
法
滅
己
無
明
亦
滅
。
無
明
滅
己
即
無
ν
所
ν
観
o
」
(
大
十
六
、

八
三

O
中〉

ω∞
∞

o
d
g回
目
HHM凶
ロ
円
呂
田
HHHHM吉
田

431白
白
血
r
r日
山
口
)
凶
吉
田
悶
]
同
品
目
-

r
z
g
r
E
Eロ
S

B
間同

O口問可凶
B
日¥ゲ

E
F
2
t口問
g
c
z
z
r間口
E

問
自
己
志
田
片
付
同
ロ
間
同
州
戸
ロ
削
口
町
四
日
岳
山
『
弘
同
国
自
由
恒
国
(
ゲ

z
r自
由
)
恒
田
口
問

22

}向田匂

mHHZ円
山
山
田
町
間
口
問
B
同
3
ロ
ミ
問
HE¥

右
は
写
本
田
町

w
E
-
g
J
N
N
i品
(
唱

-
E
)
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
相
当
す
る
文
は
玄
英
訳
お
よ
び
「
雑
河
合
』
に
あ
る
。
支
謙
一
訳
に
は

右
の
相
当
文
は
な
い
が
、
パ

l
リ
お
よ
び
法
賢
訳
と
「
増
壱
阿
含
』
に

は
簡
略
な
が
ら
相
当
文
が
あ
る
。
但
し
後
者
は
「
我
今
以
明
日
一
於
識
一
」

と
冠
す
る
点
は
独
特
で
あ
る
。

包

-
H
E
R白
ゲ

r
F
2門
担
主
由
回
目
可
問
}
4
2己
℃
開
門
グ
ー
同
門
出
間
口
問
問
門
間
・

門
口
同
回
目
向
。
ゲ
ゲ
同
司
同
色
¥
月
間
仏

r
3
1
2
-
ロ
M1間
百

HMM
門出阿国

H
B国
HHH}門
戸
阿
佐
]
日
出
¥

N
ず

E
W
2
0
M可
白

HUM-CH)削
凹
阻
ピ
イ

U
1
5
v
m
U
F
S
F
Z
g
u『回
-SHE-E

F
h
U
 
4
 



サ
ン
ス
ク
リ
γ
ト
本
城
邑
経
(
村

上

ゲ「目。『戸三¥山一門間【凶
r同一可由江

同)出門ぜ同

(g問
)
口
問
問
吋
包

E
W同

門
出
何
回

H
B
E
H
H
W
E
m
z
g
¥

右
は
写
本
呂
町
四
戸
∞
∞
〈

ιlH州
H

2・
寸
色
、
血
∞
ω
ぐ
日
I
M
州
】
(
匂
・

3
)
に
も
と
づ
く
。
右
に
相
当
す
る
文
は
パ

l
リ
に
は
な
い
。
玄
英

訳
、
支
謙
訳
に
は
右
に
相
当
す
る
文
が
あ
り
、
『
雑
阿
含
』
に
も
簡
略

な
が
ら
相
当
文
が
あ
る
が
、
他
の
二
本
に
は
な
く
て
別
な
文
を
掲
げ

る
。
と
く
に
『
増
壱
阿
合
』
は
全
く
別
文
を
あ
げ
、

「
皆
当
レ
知
ニ
此
原
本
所
手
起
。
知
レ
昔
、
知
レ
習
、
知
レ
尽
、
知
レ
道
。

念
使
コ
分
明
一
以
知
ニ
六
入
一
則
知
ニ
生
老
病
死
サ
六
入
滅
則
生
老
病
死

滅
。
是
故
比
丘
、
当
下
求
二
方
便
-
滅
中
於
六
入
日
如
ν
是
諸
比
丘
当
レ
作
ニ

田
正
学
一
」
(
大
二
、
七
一
八
下
)

と
い
う
。
六
入
1
生
老
病
死
と
い
う
縁
起
説
を
あ
げ
る
も
の
で
あ
り
、

独
特
で
あ
る
。

ロ
可
印
可
田
信

一
元
、
明
、
聖
本
で
は
集
。

三
本
で
は
巳
。

品
。
巾
4
E出
正
同
召

σ
E
H
H
B田
口
出
品
E
H
H
4巴
民
間
同
片
付
E
H戸ゲ}同町三戸片山

z
r
ι
g
E
g
宮
岳
民
σ
v
E回同何回可
MM4包
門
回
目
S
E
g
g
u刊巾ず
HMU「
白

]ν

SSM-田町田口問】
E
r削
除
仲
間
宮
¥
¥

乙
れ
も
写
本
町
ω

F

E
・
8
H
N
H
i
N
2・
2
)
に
よ
っ
て
い
る
。
右

に
も
っ
と
も
一
致
す
る
文
を
有
す
る
の
は
、
玄
笑
訳
で
あ
り
、
パ

i
リ

に
も
相
当
文
が
あ
る
。
『
雑
阿
含
』
に
は
簡
単
な
文
が
あ
り
、
法
賢
訳
に

は
や
や
長
文
が
見
ら
れ
る
。
支
謙
訳
は
「
如
レ
是
無
為
行
者
、
増
多
方

(

1

)

 

(
2〉

ト
は
支
謙
訳
や
法
賢
訳
や
パ

l
リ
に
近
い
乙
と
に
な
る
。
な
お
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
本
に
も
写
本
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で

に
見
て
き
た
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
流
転
分
は
十
支
縁

起
、
還
減
分
は
十
二
縁
起
と
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
が
回
収
さ
れ

(
復
元
さ
れ
)
た
。
次
に
は
、
そ
の
意
味
お
よ
び
思
想
史
上
の
問
題
に

つ
い
て
考
察
す
べ
き
順
序
で
あ
る
が
、
す
で
に
予
定
の
紙
数
を
超
過
し

た
。
よ
っ
て
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
に
期
し
た
い
。

(

1

)

こ
の
あ
と
同
写
本
ω誌
は
次
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る

0
2・
2
)

日
(
前
略
〉
¥
回
国
H
5
5
5
2
3印弓削
g
四回門田印可同

4
問
(
E
E
Y

ω

担
問
団
可
由
自
口
H
日
付
可
リ
包
rH〈田
25HHH¥¥O¥¥HN

(HH)
自
の
前
に
は
た
し
か
に
一
語
が
欠
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く

E
m国同
O

官
自
由
S
4
そ
う
で
あ
る
と
、
そ
の
文
で
は
あ
ま
り
用
を
な
さ

正、，

o

J
7
h

・LV
0
8

い
ま
乙
の
あ
と
に
続
く
テ
キ
ス
ト
の
パ

i
リ
対
応
個
所
は
、

回円

5
5田
由
国
召
可
三
Z

の

ω
E白
er口
白
山
門
田
(
九
戸
H

・
5
3
と
名
づ

け
ら
れ
る
経
に
見
出
さ
れ
る
。
と
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
の

終
の
部
分
は
下
回
〈
田
ニ

Z
H
M
O
E白
血

HPHNNA匂
H
U
H
-
3・
3ω
戸

に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
(
以
上
旬

-
E
註〉

と
の
文
は
コ
ロ
フ
ォ
ン
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
が
、
次
に
続
く
経
は
『
因
縁

相
応
』
に
属
さ
な
い
。

ω同
EiHHHrcg削
E
は
『
雑
阿
含
』
〈
一
一
九
O
)

(
大
二
、
三
二
二
下
〉
に
相
当
す
る
。
ま
た
プ
サ
ン
の
出
し
た
テ
キ
ス
ト

は

ZEm白
E
℃
g
g
2
列
島
Z
と
題
し
、
本
文
に

Z
間関一
2
0官
自
国
田
口
・

口
同
の
語
を
含
む
が
、
今
の
「
城
邑
経
」
と
内
容
は
別
で
あ
る
。
末
尾
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
(
村

上
'-J 

至
、
天
亦
人
己
見
」
と
い
う
。
『
増
壱
阿
含
』
に
は
相
当
文
が
な
門
戸

以
上
、
域
邑
経
古
田
m常
国
)
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
を
掲
げ
、
パ
ー

リ
お
よ
び
漢
訳
五
本
と
の
異
同
を
摘
記
し
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
中
央

ア
ジ
ア
発
掘
の
写
本
か
ら
復
元
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
、
玄
英

訳
)
や
『
雑
阿
含
』
に
よ
り
一
致
を
一
示
す
の
で
あ
っ
て
、
『
増
壱
阿
合
』

と
は
も
っ
と
も
隔
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
問
題
の
個
所

と
し
て
の
縁
起
の
流
転
分
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
も
、
写
本
お
よ
び
銘

文
に
忠
実
に
し
た
が
い
な
が
ら
見
る
と
、
十
二
縁
起
を
説
く
『
増
壱
阿

合
』
に
一
致
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
流
転
分
に
お

い
て
は
、
行
と
無
明
に
触
れ
な
い
十
支
縁
起
と
す
る
の
で
あ
る
。
流
転

分
を
十
支
縁
起
と
す
る
の
は
、
「
雑
阿
含
」
(
二
八
七
)
、
玄
英
訳
、
支

謙
訳
、
法
賢
訳
で
あ
り
、
パ

l
リ
は
流
転
分
も
還
減
分
も
十
支
縁
起
と

す
る
。
流
転
分
逆
観
を
十
支
縁
起
と
す
る
も
の
も
、
識
と
名
色
と
の
相

互
依
存
関
係
を
説
く
か
否
か
で
、
二
つ
に
分
か
れ
る
。
「
雑
阿
含
』
(
二

八
七
)
と
玄
英
訳
と
は
識
と
名
色
の
相
互
依
存
関
係
を
説
か
な
い
が
、

支
謙
訳
と
法
賢
訳
と
は
そ
れ
を
説
き
、
パ

l
り
も
同
様
で
あ
る
。
サ
ン

ク
リ
ッ
ト
本
に
も
、
そ
の
両
系
統
が
知
ら
れ
た
。
。
。
H
V
凶

S
5
H凶同日ロ}門

口、

HHH
か
ら
知
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、
『
雑
阿
合
』
(
二
八
七
)
や
玄

実
訳
に
等
し
く
、
識
と
名
色
と
の
相
互
依
存
関
係
を
ば
記
さ
な
い
。
し

か
る
に
、
中
央
ア
ジ
ア
発
掘
の
写
本

ω
∞
吋
(
断
片
)
に
よ
れ
ば
、
恐
ら

く
は
識
と
名
色
と
の
相
互
依
存
関
係
を
記
し
て
い
た
か
に
推
定
さ
れ

る
。
そ
の
点
の
み
を
考
え
る
と
、
写
本

ω
∞
ア
か
ら
想
定
さ
れ
る
テ
キ
ス
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蛇
に
対
す
る
呪
文
は
『
雑
阿
含
』
(
二
五
二
)
(
大
二
、
六
一
上
)
等
(
宗

弘
司
C

呂田寸

Z
円'
M
-
-
Y

品
。
参
照
)
に
相
当
す
る
。
写
本

ω
m
N
斗
に

よ
れ
ば
「
城
ロ
巴
経
」
の
後
に
蛇
に
対
す
る
呪
文
と
り
立
与
と

2
2
2
H

の
始
め
が
続
く
と
い
う
ハ
ミ
L
R
Y
民
仏
・
〈
戸
℃
・
ω
ミ
参
照
。
)
が
、
冨
寸
N
P

H

凶}・

5
に
よ
れ
ば
『
因
縁
相
応
』
の
第
六
経
が
来
る
と
い
う
(
寸
江
旬
開
手
間

百・

5
Y
と
も
か
く
、
「
城
邑
経
」
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
本
文
は
上
記
ち

を
も
っ
て
終
る
(
パ

l
リ
も
同
様
〉
。
『
雑
阿
含
』
は
と
の
あ
と
に
「
仏
説
一
一

此
経
-
己
、
諸
比
丘
間
一
一
仏
所
説
↓
歓
喜
奉
行
』
と
い
い
、
法
賢
訳
、
『
増
壱

阿
含
」
に
も
相
当
文
が
あ
る
。
支
謙
訳
は
『
仏
説
-
↓
如
v
是
誼
「
比
丘
取
一
一

** 

著
意
↓
仏
説
行
者
受
』
(
*
底
本
は
宜
。
自
》
⑧
に
よ
る
。
*
*
底
本
は
説
な

し
。
@
⑧
に
よ
る
)
と
い
う
。
取
著
意
は
伺
え
同
5
2
2
即
ち
他
本
の
歓

喜
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
玄
英
訳
は
『
時
諸
芯
釘
及
諸
菩
薩
摩
詞
薩
等

無
量
大
衆
、
間
一
一
仏
所
説
-
歎
未
曽
有
、
皆
大
歓
喜
信
受
奉
行
』
と
結
び
大

乗
経
典
の
体
裁
を
と
る
。

ハ2
)

但
し
最
初
(
同
〉
と
最
後
ハ
前
註
を
見
よ
)
は
異
な
る
。

〔
附
記
〕
開
・
垣
間
}
仏
n
r
g喜
一

3
苫
む
ミ

s
p
pミ
g
u
F
F』

同町同町ロ

N口
円
。
2
n
r
r
r広場

F
X
2
2ロ
ア
月
四
]
石
-cロ
己
口
仏
関
口
口
印
門

仏何回目ロ門同日出口
r
g
間
三
E
片岡田己
HHH巾
♂
司
巾
田
仲
間
由
σ日

NEHHH
叶

0

・の目
σロ吋目

立
g
岡
田
B
E
-
T
}
H
H
u
d
?
の
O

け門百
m
g
gミ
は
本
稿
で
も
言
及

し
た
氏
の
諸
論
文
を
再
録
し
て
い
る
。
本
稿
一
註
〈
6
)
に
掲
げ
る
氏

の
論
文
(
最
初
と
最
後
を
除
く
)
は
こ
の
書
に
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿

は
こ
の
書
な
し
に
準
備
さ
れ
た
が
、
い
ま
特
に
改
め
る
心
要
も
な
い
よ

う
だ
。

ζ

の
書
に
は
最
初
に
発
表
さ
れ
た
雑
誌
の
ベ

i
ジ
の
ま
ま
、
殆

ど
改
訂
は
な
い
。
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